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凡　
　
　
　
　

例

一
、
本
稿
は
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
よ
り
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
二
日
迄
の
「
曹
洞
宗
報
」
に
所
収
さ
れ
た
法
規
令
達
に
関
す
る
目
録
で
あ
る
。
す
で

に
昭
和
二
十
二
年
ま
で
は
拙
稿
「『
曹
洞
宗
務
局
普
達
全
書
』
の
総
目
録
」（
平
成
九
年
三
月　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号
）、「
続
『
曹

洞
宗
務
局
普
達
全
書
』
の
総
目
録
」（
平
成
十
一
年
三
月　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
）、「
続
々
『
曹
洞
宗
務
局
普
達
全
書
』
の
総
目

録
」（
平
成
十
二
年
三
月　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
二
十
八
号
）、「
続
々
々
『
曹
洞
宗
務
局
普
達
全
書
』
の
総
目
録
」（
平
成
十
三
年
三
月　

愛

知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
二
十
九
号
）、「「
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）」（
平
成
十
八
年
三
月　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
三
十

四
号
）、「「
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
二
）」（
平
成
十
九
年
三
月　

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
第
三
十
五
号
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

一
、
目
録
は
月
日
、
号
、
内
容
要
旨
、
所
収
「
曹
洞
宗
報
」
の
順
に
分
類
し
て
整
理
し
た
。

一
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
。

「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）

川　
　

口　
　

高　
　

風
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「
昭
和
二
十
三
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
一
日

告
諭

高
祖
承
陽
大
師
七
百
回
大
遠
忌
に
当
り
大
遠
忌
の
円
満
達
成
に
尽
さ
れ
ん
こ
と
を

望
む
の
件

一
五
五

一
月
一
日

宗
達
甲
第
一
号

高
祖
承
陽
大
師
七
百
回
大
遠
忌
に
当
り
大
本
山
永
平
寺
よ
り
の
達
示
を
以
て
賛
助

あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
の
件

一
五
五

一
月
二
十
九
日

宗
達
甲
第
三
号

本
年
三
月
八
日
を
以
て
通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

一
五
六

一
月
二
十
九
日

宗
達
乙
第
二
号

三
月
八
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
手
続
を
な
す
の
件

一
五
六

一
月
二
十
一
日

宗
達
甲
第
二
号

第
三
十
五
区
選
出
尾
形
賢
童
病
気
辞
任
に
よ
り
欠
員
を
生
じ
当
該
選
挙
区
に
限
り

補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
五
七

一
月
二
十
一
日

宗
達
乙
第
一
号

第
三
十
五
区
に
限
り
補
欠
選
挙
執
行
の
件
発
令
さ
れ
た
の
で
円
満
に
選
挙
を
終
了

さ
れ
た
い
の
件

一
五
七

一
月
四
日

告
示
第
一
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
五
七

一
月
二
十
三
日

告
示
第
二
号

第
三
十
五
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
に
関
し
該
選
挙
長
に
指
名
す
る
の
件

一
五
七

二
月
一
日

宗
達
甲
第
四
号

新
憲
法
下
新
学
制
に
よ
り
、
新
制
駒
沢
大
学
建
学
の
目
的
が
両
祖
開
教
の
精
神
に

従
っ
て
挙
宗
僧
俗
一
致
協
力
し
て
本
事
業
を
達
成
す
る
の
件

一
五
七

三
月
一
日

告
示
第
三
号

宗
会
特
選
議
員
中
村
雲
超
が
依
願
特
選
を
解
か
れ
た
の
で
宮
島
智
徳
が
補
欠
特
選

さ
れ
た
の
件

一
五
八
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三
月
八
日

告
示
第
四
号

第
三
十
五
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
の
件

一
五
八

三
月
十
二
日

告
示
第
五
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
五
八

三
月
十
二
日

告
示
第
六
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
五
八

三
月
十
八
日

宗
達
乙
第
三
号

全
国
宗
務
所
長
会
議
に
各
宗
務
所
長
は
参
集
す
る
の
件

一
五
八

三
月
十
八
日

宗
達
乙
第
四
号

第
二
回
檀
信
徒
集
会
の
運
行
に
関
し
て
各
職
員
は
格
段
の
努
力
を
払
わ
れ
た
い
の

件

一
五
八

四
月
一
日

告
諭

昭
和
二
十
三
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
宗
会
の
協
賛
を
経
て
定
め
る
の
件

一
五
八

四
月
一
日

告
諭

第
六
十
一
次
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
法
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
五
八

四
月
一
日

告
諭

第
六
十
一
次
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
制
審
議
会
規
則
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
五
八

四
月
一
日

諭
達
第
一
号

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
五
八

四
月
一
日

諭
達
第
二
号

宗
制
審
議
会
細
則
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
五
八

四
月
一
日

告
示
第
七
号

昭
和
二
十
一
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
決
算
は
会
計
審
査
の
確
定
を
経
て
超

過
額
合
計
金
及
び
予
算
外
歳
出
額
金
は
宗
会
の
承
諾
を
得
た
の
件

一
五
八

四
月
一
日

告
示
第
八
号

昭
和
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
現
在
の
曹
洞
宗
宗
務
庁
準
備
資
金
収
支
決
算
は
会

計
審
査
員
の
審
査
確
定
を
経
て
宗
会
に
報
告
し
た
の
件

一
五
八

三
月
二
十
六
日

宗
達
甲
第
五
号

第
二
十
三
区
選
出
宗
会
議
員
有
田
大
宗
の
資
格
消
滅
に
よ
り
当
該
選
挙
区
に
限
り

補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
五
九

三
月
二
十
六
日

宗
達
甲
第
六
号

第
三
十
六
区
選
出
宗
会
議
員
笹
崎
大
雄
の
資
格
消
滅
に
よ
り
当
該
選
挙
区
に
限
り

補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
五
九
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三
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
五
号

第
二
十
三
区
に
限
り
補
欠
選
挙
執
行
に
よ
り
円
満
に
選
挙
を
終
了
す
る
こ
と
に
努

め
ら
れ
た
い
の
件

一
五
九

三
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
六
号

第
三
十
六
区
に
限
り
補
欠
選
挙
執
行
に
よ
り
円
満
に
選
挙
を
終
了
す
る
こ
と
に
努

め
ら
れ
た
い
の
件

一
五
九

三
月
二
十
六
日

告
示
第
四
号

第
二
十
三
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
に
関
し
江
戸
黙
禅
を
選
挙
長
に
指
名
す
る
の
件

一
五
九

四
月
一
日

告
諭

第
六
十
一
次
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
費
賦
課
徴
収
臨
時
措
置
法
を
発
布
す
る
の
件

一
五
九

四
月
十
二
日

宗
達
甲
第
七
号

本
年
度
第
一
次
教
師
検
定
試
験
を
受
け
ん
と
す
る
者
は
出
願
の
件

一
五
九

四
月
二
十
四
日

告
示
第
五
号

宗
会
特
選
議
員
宮
田
賢
秀
死
亡
に
よ
り
欠
員
を
生
じ
た
の
で
補
欠
特
選
さ
れ
た
の

件

一
六
〇

五
月
一
日

告
示
第
六
号

昭
和
十
九
年
告
示
第
二
十
三
号
寺
院
教
会
級
階
査
定
表
中
異
動
増
減
に
よ
り
変
更

さ
れ
た
寺
院
教
会
及
び
新
設
寺
院
教
会
を
定
め
る
の
件

一
六
〇

五
月
五
日

諭
達
第
三
号

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
六
〇

五
月
七
日

告
示
第
七
号

宗
法
第
五
百
八
十
条
第
四
項
規
定
に
よ
り
一
カ
年
の
分
限
停
止
に
よ
り
住
職
を
失

職
す
る
の
件

一
六
〇

五
月
二
十
二
日

告
示
第
八
号

宗
法
第
五
百
七
十
条
第
二
項
及
び
第
五
項
に
よ
り
分
限
褫
奪
に
よ
り
住
職
を
失
職

す
る
の
件

一
六
〇

六
月
二
日

告
示
第
九
号

第
二
十
三
区
及
び
第
三
十
六
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
当
選
し
た
者
の
件

一
六
一

六
月
十
日

告
示
第
十
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
六
一

六
月
十
日

告
示
第
十
一
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
六
一
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六
月
二
十
一
日

宗
達
甲
第
八
号

第
四
区
選
出
宗
会
議
員
喜
美
候
部
省
吾
、
資
格
消
滅
に
よ
り
補
欠
選
挙
を
執
行
す

る
の
件

一
六
一

六
月
二
十
一
日

宗
達
乙
第
七
号

第
四
区
に
限
り
補
欠
選
挙
執
行
に
よ
り
宗
務
所
長
及
各
教
区
長
は
宗
法
並
に
宗
令

に
規
定
す
る
手
続
き
を
執
行
し
円
満
に
選
挙
を
終
了
す
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
い

の
件

一
六
一

六
月
九
日

告
諭

宗
制
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
定
し
発
布
す
る
の
件

一
六
二

七
月
十
二
日

宗
達
乙
第
八
条

三
重
県
第
二
曹
洞
宗
宗
務
所
長
杉
松
宣
方
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

一
六
二

八
月
九
日

宗
達
甲
第
九
号

本
年
九
月
七
日
を
以
て
臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
し
会
期
を
二
日
と
定
め
る
の
件

一
六
三

八
月
九
日

宗
達
乙
第
九
号

臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
の
達
示
に
よ
り
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
の
手

続
の
件

一
六
三

八
月
九
日

告
示
第
十
二
号

第
四
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
の
件

一
六
三

九
月
一
日

諭
達
第
四
号

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
六
四

九
月
一
日

告
示
第
十
二
号

宗
法
第
五
百
七
十
六
条
第
二
号
な
ど
に
よ
っ
て
宗
内
擯
斥
に
処
す
る
の
件

一
六
四

九
月
三
日

宗
達
甲
第
十
号

十
月
二
十
二
日
か
ら
二
日
間
、
第
二
次
教
師
検
定
試
験
を
行
う
の
で
試
験
を
受
け

ん
と
す
る
者
は
出
願
さ
れ
た
い
の
件

一
六
四

九
月
八
日

告
諭

第
六
十
二
次
臨
時
宗
会
の
協
賛
を
経
て
昭
和
二
十
三
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算

追
加
更
正
の
件

一
六
四

九
月
八
日

諭
達
第
五
号

宗
制
審
議
会
規
則
中
第
六
十
二
次
臨
宗
会
の
協
賛
を
経
て
改
正
す
る
の
件

一
六
四
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九
月
九
日

宗
達
甲
第
十
一
号

本
年
九
月
九
日
を
以
て
宗
制
審
議
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

一
六
四

九
月
九
日

宗
達
乙
第
十
号

宗
制
審
議
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
に
よ
り
宗
務
庁
委
員
控
室
に
集
合
し
所

定
手
続
の
件

一
六
四

十
月
八
日

宗
達
甲
第
十
二
号

宗
制
審
議
会
規
則
第
六
条
但
書
に
よ
っ
て
会
期
延
長
の
件

一
六
五

十
月
九
日

宗
達
乙
第
十
一
号

宮
城
県
宗
務
所
長
奥
野
説
宗
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
執
行
す
る
の
件

一
六
五

十
一
月
一
日

告
示
第
十
三
号

昭
和
十
九
年
告
示
第
二
十
三
号
寺
院
教
会
階
級
査
定
表
中
認
定
収
入
額
の
異
動
増

減
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
寺
院
の
件

一
六
六

十
二
月
一
日

諭
達
第
六
号

宗
令
第
六
百
五
十
三
条
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
六
七

「
昭
和
二
十
四
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
十
一
日

諭
達
第
七
号

宗
令
の
通
り
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
六
八

一
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
十
三
号

本
年
三
月
七
日
を
以
て
宗
制
審
議
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

一
六
八

一
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
十
四
号

本
年
三
月
八
日
を
以
て
臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
し
会
期
を
三
日
と
定
め
る
の
件

一
六
八

一
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
十
五
号

三
月
十
一
日
に
通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

一
六
八

一
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
十
二
号

宗
制
審
議
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
と
い
う
達
示
が
あ
り
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗

務
庁
委
員
控
室
に
集
合
し
手
続
き
を
な
す
の
件

一
六
八

一
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
十
三
号

臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
件
で
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集

合
し
所
定
の
手
続
を
な
す
の
件

一
六
八
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一
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
十
四
号

通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
り
午
前
九
時
迄
に
宗
務
庁
に
集
合
し
所

定
の
手
続
を
な
す
の
件

一
六
八

二
月
二
十
八
日

告
諭

本
宗
を
離
れ
単
立
寺
院
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
、
宗
門
僧
侶

は
深
く
想
を
こ
ら
し
一
致
協
和
し
て
法
燈
の
護
持
発
展
に
尽
力
さ
れ
ん
こ
と
を
望

む
の
件

一
六
九

二
月
二
十
八
日

宗
達
甲
第
二
号

宗
門
を
離
脱
し
宗
門
の
和
平
を
撹
乱
す
る
も
の
が
あ
る
が
反
省
を
促
す
よ
う
に
努

め
て
戴
き
た
い
の
件

一
六
九

二
月
十
六
日

宗
達
甲
第
一
号

三
月
五
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る
の
件

一
六
九

二
月
十
六
日

宗
達
乙
第
一
号

参
事
会
を
招
集
す
る
達
示
が
あ
り
午
前
九
時
迄
に
宗
務
庁
に
集
合
し
所
定
の
手
続

を
と
ら
え
た
い
の
件

一
六
九

二
月
十
五
日

宗
達
乙
第
二
号

福
島
県
宗
務
所
長
安
部
元
希
が
昭
和
二
十
四
年
二
月
三
日
に
死
亡
し
た
の
で
補
欠

選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
六
九

二
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
三
号

三
月
二
十
九
日
よ
り
三
日
間
全
国
宗
務
所
長
会
議
を
招
集
す
る
の
で
当
日
午
前
九

時
迄
に
参
集
さ
れ
た
い
の
件

一
六
九

三
月
十
一
日

告
諭

宗
会
の
解
散
を
命
ず
る
の
件

一
七
〇

四
月
一
日

告
諭

昭
和
二
十
四
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
は
昭
和
二
十
三
年
度
通
り
に
定
め
る
の

件

一
七
〇

四
月
一
日

諭
達

宗
費
賦
課
徴
収
臨
時
措
置
法
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
七
〇

四
月
二
日

宗
達
乙
第
四
号

長
崎
県
第
一
宗
務
所
長
村
上
謙
道
が
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
に
辞
職
し
た

一
七
〇
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の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

四
月
六
日

宗
達
乙
第
五
号

長
崎
県
第
二
宗
務
所
長
伊
藤
崇
隆
が
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
辞
職
し
た

の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
七
〇

四
月
六
日

宗
達
乙
第
六
号

島
根
県
宗
務
所
長
田
尻
貫
道
が
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
に
辞
職
し
た
の
で

補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
七
〇

四
月
十
五
日

宗
達
乙
第
七
号

京
都
府
宗
務
所
長
細
川
清
祐
が
昭
和
二
十
四
年
四
月
十
五
日
に
辞
職
し
た
の
で
補

欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
七
〇

五
月
十
四
日

諭
達

宗
会
議
員
選
挙
臨
時
措
置
法
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
七
〇

五
月
十
四
日

宗
達
甲
第
三
号

宗
会
解
散
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
を
以
て
宗
会

議
員
の
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

一
七
〇

五
月
十
四
日

宗
達
乙
第
八
号

宗
会
議
員
選
挙
施
行
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
各
宗
務
所
長
は
当
該
選
挙
区
域
内

の
選
挙
長
と
な
り
円
満
に
選
挙
を
終
了
さ
れ
た
い
の
件

一
七
〇

五
月
十
四
日

告
示
第
四
号

宗
会
議
員
総
選
挙
施
行
に
伴
い
二
宗
務
所
以
上
に
亘
る
選
挙
区
の
選
挙
長
を
指
命

す
る
の
件

一
七
〇

五
月
十
八
日

宗
達
乙
第
九
号

全
国
宗
務
所
長
会
議
を
招
集
す
る
の
で
各
宗
務
所
長
は
当
日
定
刻
迄
に
参
集
さ
れ

た
い
の
件

一
七
〇

六
月
六
日

告
示
第
五
号

宗
法
第
五
百
七
十
七
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
分
限
褫
奪
に
処
す
の
件

一
七
二

六
月
六
日

告
示
第
六
号

宗
法
第
五
百
七
十
七
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
分
限
褫
奪
に
処
す
の
件

一
七
二

六
月
六
日

告
示
第
七
号

宗
法
第
五
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
分
限
停
止
六
ヶ
月
に
処
す
の
件

一
七
二
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六
月
六
日

告
示
第
八
号

宗
法
第
五
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
譴
責
に
処
す
の
件

一
七
二

六
月
六
日

告
示
第
九
号

宗
法
第
五
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
譴
責
に
処
す
の
件

一
七
二

六
月
七
日

告
示
第
十
号

宗
務
議
会
選
挙
施
行
に
伴
い
五
月
十
四
日
附
指
令
せ
る
二
宗
務
所
以
上
に
亘
る
選

挙
区
の
選
挙
長
を
変
更
す
る
の
件

一
七
二

六
月
一
日

告
示
第
十
一
号

寺
院
教
会
階
級
査
定
表
中
認
定
収
入
額
の
異
動
増
減
に
因
り
変
更
さ
れ
た
寺
院
を

定
め
る
の
件

一
七
三

六
月
二
十
二
日

諭
達

宗
令
中
左
の
一
条
を
追
加
し
発
布
す
る
の
件

一
七
三

六
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
六
号

宗
会
議
員
選
挙
執
行
に
当
り
、
次
の
選
挙
区
に
限
り
選
挙
期
日
を
変
更
し
昭
和
二

十
四
年
七
月
二
日
と
定
め
る
の
件

一
七
三

六
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
七
号

選
挙
期
日
を
変
更
さ
れ
た
選
挙
区
に
あ
り
て
は
左
記
の
事
項
を
諒
承
し
該
選
挙
を

終
了
さ
れ
た
い
の
件

一
七
三

六
月
二
十
二
日

告
示
第
十
二
号

選
挙
施
行
に
当
り
懲
戒
処
分
に
附
せ
ら
れ
た
者
の
地
位
を
定
め
ら
れ
た
の
件

一
七
三

六
月
二
十
五
日

告
示
第
十
三
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
三

六
月
二
十
九
日

告
示
第
十
四
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
四

七
月
十
一
日

告
示
第
十
五
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
四

七
月
十
二
日

宗
達
乙
第
八
号

宗
務
所
長
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
に
付
、
八
月
二
十
五
日
を
以
て

該
選
挙
期
日
と
定
め
る
の
件

一
七
四

七
月
十
二
日

告
示
第
十
六
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
四

七
月
二
十
一
日

告
示
第
十
七
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
四
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七
月
二
十
九
日

宗
達
甲
第
四
号

本
年
九
月
八
日
を
以
て
臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
し
会
期
を
四
日
と
定
め
る
の
件

一
七
四

七
月
二
十
九
日

宗
達
乙
第
九
号

臨
時
宗
会
の
達
示
に
よ
り
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定

の
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

一
七
四

八
月
五
日

宗
達
乙
第
十
号

宗
会
議
員
選
挙
に
異
議
申
立
が
あ
っ
た
の
で
審
決
の
結
果
再
選
挙
を
行
う
の
件

一
七
四

八
月
六
日

宗
達
乙
第
十
一
号

兵
庫
県
第
一
宗
務
所
の
分
割
を
指
定
さ
れ
た
の
で
宗
務
所
長
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

一
七
五

七
月
二
十
二
日

告
示
第
十
八
号

宗
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
の
明
細
表
の
件

一
七
六

八
月
二
十
二
日

告
示
第
十
九
号

第
十
区
宗
会
議
員
当
選
人
大
森
弘
道
が
七
月
三
十
一
日
に
辞
任
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
次
点
者
を
当
選
人
と
定
め
る
の
件

一
七
六

九
月
一
日

告
示
第
二
十
号

第
十
一
区
選
挙
区
に
お
け
る
再
選
挙
の
結
果
、
公
選
議
員
当
選
人
の
件

一
七
六

九
月
三
日

告
示
第
二
十
一
号

三
月
十
一
日
宗
会
解
散
に
因
り
特
選
さ
れ
た
特
選
議
員
の
件

一
七
六

九
月
十
一
日

告
諭

第
六
十
五
次
臨
時
宗
会
の
会
期
を
一
日
間
延
長
す
る
の
件

一
七
六

九
月
十
二
日

告
諭

今
般
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
法
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
七
六

九
月
十
二
日

告
示
第
二
十
二
号

昭
和
二
十
二
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
決
算
の
件

一
七
六

九
月
十
二
日

告
示
第
二
十
三
号

昭
和
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
現
在
曹
洞
宗
宗
務
庁
準
備
資
金
収
支
決
算
の
件

一
七
六

九
月
十
二
日

告
諭

昭
和
二
十
四
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
並
に
附
帯
の
件

一
七
六

九
月
二
十
日

宗
達
乙
第
十
八
号

第
三
回
檀
信
徒
集
会
の
運
行
に
関
す
る
の
件

一
七
六

九
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
十
九
号

教
師
試
験
検
定
会
施
行
を
全
国
六
地
区
に
分
け
施
行
す
る
の
件

一
七
六

十
月
一
日

宗
達
乙
第
二
十
号

地
方
特
別
布
教
師
講
習
会
開
催
を
施
行
す
る
の
件

一
七
六
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十
月
一
日

宗
達
乙
第
二
十
一
号

第
六
十
五
次
臨
時
宗
会
に
お
い
て
模
範
教
区
設
定
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ
た
の
で

管
区
内
教
区
の
教
化
状
況
を
調
査
し
尽
力
さ
れ
た
い
の
件

一
七
六

十
月
一
日

告
示
第
二
十
四
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
七
七

十
月
七
日

宗
達
乙
第
二
十
号

愛
知
県
第
一
曹
洞
宗
宗
務
所
長
杉
原
宗
道
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す

る
の
件

一
七
七

十
一
月
十
二
日

宗
達
乙
第
二
十
一
号

長
崎
県
第
一
宗
務
所
長
山
本
勤
成
が
十
月
十
六
日
に
死
亡
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を

執
行
す
る
の
件

一
七
八

十
一
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
二
十
二
号

愛
知
第
二
宗
務
所
長
加
藤
康
田
が
十
一
月
二
十
六
日
に
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙

を
執
行
す
る
の
件

一
七
八

十
一
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
二
十
三
号

災
害
事
故
の
生
じ
た
時
は
宗
務
所
長
が
宗
務
庁
の
名
に
お
い
て
見
舞
い
し
て
、
本

庁
社
会
部
宛
打
電
す
る
こ
と
の
件

一
七
八

十
一
月
二
十
九
日

告
示
第
二
十
五
号

懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
七
八

十
二
月
五
日

宗
達
乙
第
二
十
四
号

愛
媛
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
江
戸
黙
禅
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

一
七
九

「
昭
和
二
十
五
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
十
四
日

宗
達
甲
第
一
号

二
月
四
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

一
八
〇

一
月
二
十
四
日

宗
達
乙
第
一
号

二
月
四
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
午
前
九
時

一
八
〇



「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）（
川
口
）

72─　   ─

迄
に
宗
務
庁
控
室
に
集
合
す
る
の
件

一
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
二
号

本
年
三
月
七
日
を
以
て
通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

一
八
〇

一
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
二
号

三
月
七
日
を
以
て
通
常
宗
会
を
東
京
に
招
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九

時
迄
に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
の
件

一
八
〇

一
月
二
十
五
日

告
示
第
一
号

乾
坤
院
住
職
米
本
孝
巌
は
宗
法
第
五
百
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
懲
戒
を
特
免
す

る
の
件

一
八
〇

十（
昭
和
二
十
四
年
）

月
一
日

諭
達

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
一

二
月
四
日

告
諭

昭
和
二
十
四
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
中
、
追
加
更
正
す
る

の
件

一
八
一

二
月
四
日

諭
達

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
一

二
月
七
日

告
示
第
二
号

光
円
寺
前
住
職
山
田
得
船
を
宗
法
第
五
百
八
十
九
条
及
び
第
五
百
九
十
四
条
の
規

定
に
よ
り
懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
八
一

二
月
二
十
一
日

告
示
第
三
号

法
蔵
寺
住
職
遠
山
明
鑑
、
功
岳
寺
住
職
松
浦
俊
道
、
正
林
寺
住
職
服
部
国
友
、
円

通
寺
住
職
谷
川
俊
成
の
懲
戒
処
分
は
再
審
の
結
果
、
宗
法
第
五
百
八
十
三
条
の
規

定
に
よ
り
譴
責
に
処
す
る
の
件

一
八
一

二
月
二
十
四
日

告
諭

第
三
回
檀
信
徒
中
央
集
会
の
開
催
に
当
り
所
期
の
目
的
達
成
に
遺
憾
な
き
こ
と
を

望
む
の
件

一
八
一

四
月
一
日

告
諭

昭
和
二
十
五
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
定
め
る
の
件

一
八
二

四
月
一
日

告
諭

宗
法
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
二
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四
月
一
日

諭
達

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
二

四
月
一
日

告
示
第
四
号

昭
和
二
十
三
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
を
得
た
の
件

一
八
二

四
月
一
日

告
示
第
五
号

昭
和
二
十
三
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
準
備
資
金
収
支
決
算
は
宗
会
に
報
告
し
た
の
件

一
八
二

四
月
一
日

告
示
第
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
八
二

四
月
三
日

告
示
第
七
号

西
沢
浩
仙
、
宮
島
知
徳
、
佐
々
木
泰
翁
、
木
全
禅
海
、
金
剛
秀
一
、
乙
川
瑾
映
、

村
上
道
隆
、
宮
前
鳳
洲
は
そ
の
責
を
免
れ
な
い
が
再
審
の
結
果
謹
慎
三
ヶ
月
に
処

す
る
の
件

一
八
二

四
月
三
日

告
示
第
八
号

中
根
環
堂
、
矢
萩
賢
宗
、
喜
谷
良
哉
、
山
内
元
英
、
清
成
智
衲
、
来
馬
道
断
、
前

田
徳
庵
、
阿
部
泰
葊
は
そ
の
責
を
免
れ
な
い
が
再
審
の
結
果
謹
慎
一
ヶ
月
に
処
す

る
の
件

一
八
二

四
月
三
日

告
示
第
九
号

加
藤
洞
源
、
田
辺
松
巌
、
本
間
玉
宗
、
西
門
一
之
、
藤
原
良
智
、
森
田
雪
光
、
松

永
大
俊
、
中
島
栄
松
、
成
河
玉
洲
、
梅
原
契
天
、
高
橋
禅
友
、
海
野
義
雄
、
川
窪

千
峰
、
里
田
白
順
、
谷
北
俊
龍
、
中
村
貞
元
、
宮
崎
文
輝
、
横
割
拳
芳
、
谷
根
道

琳
、
金
森
成
満
は
そ
の
責
を
免
れ
な
い
が
再
審
の
結
果
譴
責
に
処
す
る
の
件

一
八
二

四
月
三
日

告
示
第
十
号

中
根
環
堂
、
矢
萩
賢
宗
、
西
沢
浩
仙
、
宮
島
智
徳
、
佐
々
木
泰
翁
、
木
全
禅
海
、

金
剛
秀
一
、
乙
川
瑾
映
、
村
上
道
隆
、
宮
前
鳳
洲
、
喜
谷
良
哉
、
山
内
元
英
、
清

成
智
衲
、
来
馬
道
断
、
前
田
徳
庵
、
阿
部
泰
葊
は
懲
戒
を
特
免
す
る
の
件

一
八
二

四
月
八
日

告
諭

曹
洞
宗
行
持
軌
範
の
改
正
編
修
が
完
成
し
た
の
で
頒
布
し
宗
門
僧
侶
は
こ
れ
を
修

習
し
て
軌
範
の
遵
行
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
の
件

一
八
三
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四
月
八
日

宗
達
甲
第
三
号

本
日
従
来
の
洞
上
行
持
軌
範
を
曹
洞
宗
行
持
軌
範
と
改
め
、
そ
の
改
正
編
修
が
完

成
刊
行
さ
れ
た
告
諭
が
発
せ
ら
れ
宗
内
寺
院
僧
侶
は
熟
読
修
習
し
改
正
軌
範
を

一
八
三

遵
行
さ
れ
た
い
と
の
件

四
月
九
日

宗
達
乙
第
三
号

兵
庫
県
第
二
宗
務
所
長
武
山
魁
山
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

一
八
三

四
月
二
十
日

宗
達
乙
第
四
号

全
国
宗
務
所
長
会
議
を
招
集
す
る
の
で
各
宗
務
所
長
は
参
集
さ
れ
た
い
の
件

一
八
三

四
月
二
十
日

宗
達
甲
第
四
号

本
年
五
月
十
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る
の
件

一
八
三

四
月
二
十
日

宗
達
乙
第
五
号

五
月
十
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
宗
務
庁
に

集
合
の
件

一
八
三

四
月
三
十
日

諭
達

昭
和
二
十
四
年
五
月
十
四
日
付
諭
達
を
以
て
発
布
さ
れ
た
宗
会
議
員
選
挙
臨
時
措

置
法
は
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
廃
止
す
る
の
件

一
八
四

五
月
十
日

告
諭

昭
和
二
十
五
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
は
参
事
会
の
議
決
を
経
て
追
加
更
正
す

る
の
件

一
八
四

五
月
十
日

諭
達

宗
憲
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
宗
務
執
行
臨
時
措
置
令
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
八
四

五
月
十
日

諭
達

宗
令
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
四

五
月
十
八
日

宗
達
乙
第
六
号

愛
知
県
第
一
宗
務
所
の
分
轄
に
よ
り
第
一
宗
務
所
管
内
有
権
者
に
補
欠
選
挙
を
執

行
す
る
の
件

一
八
四

五
月
十
八
日

宗
達
乙
第
七
号

愛
知
県
第
一
宗
務
所
の
分
轄
に
よ
り
第
三
宗
務
所
管
内
有
権
者
に
補
欠
選
挙
を
執

行
す
る
の
件

一
八
四

五
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
八
号

宗
法
第
四
百
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
本
年
度
第
一
次
教
師
検
定
試
験
を
施
行
す

一
八
四



「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）（
川
口
）

75─　   ─

る
の
件

四
月
三
日

告
示
第
十
一
号

孤
峰
雲
巌
、
淵
仙
乗
、
前
田
活
龍
、
五
野
上
道
映
、
長
田
暁
玄
、
河
野
武
翁
は
懲

一
八
四

戒
を
特
免
す
る
の
件

六
月
一
日

告
示
第
十
二
号

寺
院
教
会
級
階
査
定
表
中
認
定
収
入
額
の
異
動
増
減
に
因
り
変
更
さ
れ
た
寺
院
教

会
及
び
新
設
寺
院
教
会
の
件

一
八
四

六
月
十
五
日

告
示
第
十
三
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
八
五

六
月
十
五
日

告
示
第
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
八
五

三
月
七
日

告
諭

宗
制
審
議
会
規
則
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
八
六

八
月
一
日

諭
達

宗
制
審
議
会
規
則
臨
時
措
置
令
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
八
六

八
月
一
日

諭
達

曹
洞
宗
宗
侶
再
教
令
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
八
六

六
月
二
十
日

宗
達
乙
第
九
号

静
岡
県
第
二
宗
務
所
長
赤
堀
麟
道
が
死
亡
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
行
う
の
件

一
八
六

七
月
十
一
日

宗
達
乙
第
十
一
号

新
潟
県
第
二
宗
務
所
を
設
置
す
る
の
で
所
長
補
欠
選
挙
を
行
う
の
件

一
八
六

七
月
十
五
日

告
示
第
十
五
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
八
六

七
月
十
五
日

告
示
第
十
六
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
八
六

七
月
十
五
日

告
示
第
十
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
八
六

八
月
十
九
日

宗
達
甲
第
五
号

第
十
一
区
選
出
宗
会
議
員
中
島
栄
松
は
資
格
消
滅
し
た
た
め
当
該
選
挙
区
に
限
り

補
欠
選
挙
を
行
う
の
件

一
八
七

八
月
十
九
日

宗
達
甲
第
六
号

宗
制
審
議
会
期
日
を
九
月
八
日
と
し
第
一
次
会
期
を
二
日
間
と
定
め
宗
務
庁
に
招

一
八
七

集
す
る
の
件
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八
月
十
九
日

宗
達
乙
第
十
二
号

第
十
一
区
補
欠
選
挙
執
行
に
当
り
円
満
に
選
挙
を
終
了
す
る
こ
と
の
件

一
八
七

八
月
十
九
日

宗
達
乙
第
十
三
号

宗
制
審
議
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
り
宗
務
庁
委
員
控
室
に
集
合
し

一
八
七

所
定
の
手
続
き
を
と
ら
れ
た
い
の
件

七
月
二
十
七
日

告
示
第
十
八
号

第
十
一
区
選
出
宗
会
議
員
中
島
栄
松
は
議
員
資
格
を
消
滅
し
た
の
件

一
八
七

八
月
十
九
日

告
示
第
十
九
号

第
十
一
区
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
の
選
挙
長
を
指
命
す
る
の
件

一
八
七

十
月
一
日

宗
達
甲
第
七
号

曹
洞
宗
寺
院
互
助
協
会
を
設
立
す
る
の
件

一
八
八

十
月
一
日

宗
達
乙
第
十
四
号

師
家
養
成
機
関
を
開
設
す
る
の
件

一
八
八

六
月
二
十
三
日

諭
達

宗
令
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
九

十
月
一
日

諭
達

宗
令
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
八
九

十
月
十
六
日

告
示
第
二
十
号

第
十
一
回
宗
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果
無
投
票
を
以
て
決
定
し
た
の
件

一
八
九

十
一
月
十
四
日

告
示
第
二
十
一
号

吉
祥
寺
住
職
三
戸
部
隆
全
が
緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
〇

「
昭
和
二
十
六
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
十
三
日

宗
達
甲
第
一
号

通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

一
九
二

一
月
二
十
三
日

宗
達
乙
第
一
号

通
常
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
と
い
う
達
示
が
あ
っ
た
の
で
宗
務
庁
議
員
控
室
に

集
合
し
所
定
の
手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
の
件

一
九
二

二
月
一
日

告
示
第
一
号

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
日
公
布
の
宗
務
執
行
臨
時
措
置
令
の
規
定
に
よ
り
認
可
せ

一
九
二

る
専
門
僧
堂
及
び
専
門
尼
僧
堂
の
件
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二
月
一
日

告
示
第
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
二

三
月
一
日

告
諭

来
歳
に
迎
え
る
高
祖
大
師
七
百
回
大
遠
忌
を
盛
儀
裡
に
円
成
し
て
海
嶽
の
恩
徳
に

一
九
三

報
い
奉
る
に
挺
身
し
て
完
遂
せ
ん
の
告
諭

二
月
十
七
日

宗
達
乙
第
二
号

東
京
都
宗
務
所
長
大
石
俊
一
は
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
九
三

二
月
十
七
日

宗
達
乙
第
三
号

秋
田
県
第
二
宗
務
所
分
轄
認
可
に
よ
り
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

一
九
三

二
月
十
九
日

宗
達
乙
第
四
・
五
号

北
海
道
第
二
及
び
第
三
宗
務
所
を
設
置
す
る
に
当
り
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の 

件

一
九
三

二
月
九
日

告
示
第
三
号

第
九
区
宗
会
議
員
坂
井
喚
三
は
死
亡
に
付
き
宗
法
の
規
定
に
よ
り
当
選
し
た
者
の

件

一
九
三

二
月
十
五
日

告
示
第
四
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
九
三

二
月
十
五
日

告
示
第
五
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
九
三

二
月
十
七
日

告
示
第
六
号

教
区
長
選
挙
期
日
を
昭
和
二
十
六
年
四
月
十
八
日
と
定
め
る
の
件

一
九
三

二
月
二
十
一
日

告
示
第
七
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
三

二
月
二
十
三
日

告
示
第
八
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
三

三
月
十
三
日

告
諭

昭
和
二
十
五
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
追
加
更
正
す
る
の
件

一
九
四

三
月
十
三
日

告
諭

宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
制
審
議
会
規
則
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
九
四

四
月
一
日

告
諭

宗
会
の
協
賛
を
経
て
昭
和
二
十
六
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
定
め
る
の
件

一
九
四

四
月
一
日

告
諭

第
六
十
七
次
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
法
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
九
四

四
月
一
日

諭
達

宗
令
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

一
九
四
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二
月
十
五
日

告
示
第
九
号

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
日
公
布
の
宗
務
執
行
臨
時
措
置
令
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
認
可
せ
る
専
門
僧
堂
の
追
加
分
の
件

一
九
四

三
月
十
三
日

告
示
第
十
号

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
日
公
布
の
宗
務
執
行
臨
時
措
置
令
は
第
六
十
七
次
宗
会
に

報
告
し
承
諾
を
得
た
の
件

一
九
四

三
月
十
七
日

告
示
第
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
四

四
月
一
日

告
示
第
十
二
号

宗
務
庁
歳
出
歳
入
決
算
は
会
計
審
査
員
の
審
査
確
定
を
経
て
宗
会
に
報
告
し
予
算

超
過
額
及
び
予
算
外
才
出
は
別
案
を
以
て
宗
会
の
承
諾
を
得
た
件

一
九
四

四
月
一
日

告
示
第
十
三
号

昭
和
二
十
四
年
度
宗
務
庁
準
備
資
金
収
支
決
算
は
会
計
審
査
員
の
審
査
確
定
を
経

て
第
六
十
七
次
宗
会
に
報
告
し
た
の
件

一
九
四

四
月
二
十
日

宗
達
甲
第
二
号

本
年
度
第
一
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

一
九
五

四
月
一
日

宗
達
乙
第
六
号

全
国
宗
務
所
長
会
議
を
招
集
す
る
の
で
各
宗
務
所
長
は
当
日
定
刻
迄
に
参
集
さ
れ

た
い
の
件

一
九
五

四
月
五
日

宗
達
乙
第
七
号

第
四
回
檀
信
徒
中
央
集
会
を
招
集
す
る
の
で
各
職
は
運
行
に
関
し
て
格
段
の
努
力

を
払
わ
れ
た
い
の
件

一
九
五

四
月
十
四
日

告
示
第
十
三
号

四
月
十
八
日
の
数
区
長
選
挙
は
宗
務
の
都
合
に
よ
り
四
月
二
十
八
日
に
延
期
す
る

の
件

一
九
五

四
月
十
九
日

告
示
第
十
四
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
五

四
月
十
九
日

告
示
第
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
五

四
月
二
十
五
日

告
示
第
十
六
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
九
五
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五
月
一
日

告
諭

単
立
寺
院
復
帰
に
関
す
る
宗
令
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
九
六

六
月
一
日

告
諭

専
門
僧
堂
安
居
者
取
扱
に
関
す
る
宗
令
を
定
め
発
布
す
る
の
件

一
九
六

六
月
七
日

宗
達
甲
第
三
号

本
年
六
月
二
十
七
日
を
以
て
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る

の
件

一
九
六

六
月
七
日

宗
達
乙
第
八
号

参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
達
示
が
あ
っ
た
の
で
宗
務
庁
に
集
合
し
所
定
の

手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
の
件

一
九
六

四
月
九
日

告
示
第
十
七
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
九
六

七
月
一
日

告
諭

高
祖
承
陽
大
師
七
百
回
大
遠
忌
の
法
縁
に
報
謝
の
丹
悃
を
捧
げ
て
所
期
の
目
的
成

就
に
協
力
あ
ら
ん
こ
と
を
懇
嘱
す
る
の
件

一
九
七

六
月
二
十
八
日

宗
達
甲
第
四
号

参
事
会
の
議
決
を
経
て
施
行
す
る
の
件

一
九
七

七
月
一
日

宗
達
第
五
号

高
祖
大
師
七
百
回
大
違
忌
勧
募
促
進
に
関
す
る
告
諭
が
発
せ
ら
れ
挙
宗
一
致
大
遠

忌
の
円
成
を
期
せ
ら
れ
た
い
の
件

一
九
七

六
月
二
十
五
日

告
示
第
十
八
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

一
九
七

六
月
二
十
五
日

告
示
第
十
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
七

八
月
七
日

告
示
第
二
十
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
九

八
月
七
日

告
示
第
二
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

一
九
九

八
月
二
十
五
日

告
示
第
二
十
二
号

宗
法
第
三
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
十
月
十
日
迄
に
所
定
の
手
続
き
を
了
し
な

い
場
合
は
住
職
資
格
を
失
う
の
件

一
九
九

八
月
二
十
五
日

告
示
第
二
十
三
号

宗
法
第
三
百
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
十
月
十
日
迄
に
所
定
の
手
続
き
を
了
し
な

一
九
九
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い
場
合
は
住
職
資
格
を
失
う
の
件

八
月
二
十
五
日

告
示
第
二
十
四
号

宗
法
第
五
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
十
月
十
日
迄
に
所
定
の
手
続
き
を
了
し
な
い

一
九
九

場
合
は
転
衣
分
限
を
失
う
の
件

八
月
二
十
五
日

告
示
第
二
十
五
号

宗
法
第
五
百
十
七
条
お
よ
び
第
五
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
転
衣
分
限
を
喪
失
し

た
者
の
件

一
九
九

十
月
一
日

宗
達
甲
第
六
号

本
年
十
一
月
十
日
を
以
て
臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
し
会
期
を
二
日
と
定
め
る
の

件

二
〇
〇

九
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
九
号

師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
の
件

二
〇
〇

十
月
一
日

宗
達
乙
第
十
号

臨
時
宗
会
を
東
京
に
招
集
す
る
と
い
う
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄
に

宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
の
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
〇
〇

十
月
九
日

宗
達
乙
第
十
一
号

東
京
都
宗
務
所
長
須
田
豊
光
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
〇
一

十
月
二
十
四
日

宗
達
甲
第
七
号

十
二
月
三
日
よ
り
三
日
間
本
年
度
第
二
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

二
〇
一

十
月
十
八
日

告
示
第
二
十
五
号

宗
法
第
五
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
転
衣
の
資
格
を
喪
失
し
た
者
の
件

二
〇
一

十
月
二
十
日

告
示
第
二
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
一

十
一
月
十
二
日

告
諭

第
六
十
八
次
臨
時
宗
会
の
協
賛
を
経
て
宗
法
を
改
正
し
発
布
す
る
の
件

二
〇
二

十
一
月
十
二
日

告
諭

第
六
十
八
次
臨
時
宗
会
の
協
賛
を
経
て
昭
和
二
十
六
年
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を

追
加
更
生
す
る
の
件

二
〇
二

十
二
月
一
日

諭
達
第
二
号

宗
令
中
改
正
し
発
布
す
る
の
件

二
〇
二

十
一
月
十
一
日

宗
達
甲
第
八
号

第
六
十
八
次
臨
時
宗
会
の
会
期
を
一
日
延
長
す
る
の
件

二
〇
二
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十
一
月
二
十
日

告
示
第
二
十
六
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
二

十
一
月
二
十
日

告
示
第
二
十
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
二

十
一
月
二
十
日

告
示
第
二
十
八
号

昭
和
二
十
六
年
度
教
師
賦
課
金
の
納
付
期
日
を
定
め
る
の
件

二
〇
二

十
二
月
五
日

宗
達
乙
第
十
二
号

山
梨
県
宗
務
所
長
高
木
秀
岳
が
死
亡
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
〇
三

六
月
十
三
日

告
示
第
二
十
九
号

東
京　

高
円
寺
住
職
村
上
道
契
を
分
限
停
止
二
年
に
処
す
る
の
件

二
〇
三

十
二
月
十
一
日

告
示
第
三
十
号

岩
手　

東
顕
寺
住
職
村
井
秀
庁
を
譴
責
に
処
す
る
の
件

二
〇
三

十
二
月
十
七
日

告
示
第
三
十
一
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
三

十
二
月
十
七
日

告
示
第
三
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
三

「
昭
和
二
十
七
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

三
月
一
日

宗
達
甲
第
二
号

高
祖
大
師
七
百
回
大
遠
忌
法
要
が
永
平
寺
で
修
行
さ
れ
る
の
で
各
員
は
夫
々
上
山

し
法
筵
に
列
し
報
恩
の
至
誠
を
表
さ
れ
た
い
の
件

二
〇
四

二
月
二
十
日

告
示
第
三
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

二
月
二
十
日

告
示
第
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

三
月
一
日

告
示
第
五
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

三
月
十
四
日

告
示
第
六
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

三
月
十
八
日

告
示
第
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

三
月
十
九
日

告
示
第
八
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四
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三
月
二
十
八
日

告
示
第
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
四

五
月
一
日

告
諭

平
和
日
本
建
設
の
礎
と
し
て
祖
国
に
殉
じ
た
る
戦
争
犠
牲
者
を
念
う
や
懇
ろ
に
英

二
〇
五

霊
を
弔
い
遺
族
を
慰
め
る
の
件

五
月
十
三
日

宗
達
甲
第
六
号

本
年
七
月
五
日
を
以
て
大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
の
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
〇
五

五
月
十
三
日

宗
達
乙
第
三
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
執
行
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
違
規
の
行
為
な
き
よ

う
注
意
し
円
満
に
選
挙
を
終
了
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
の
件

二
〇
五

五
月
七
日

告
諭

高
祖
承
陽
大
師
七
百
回
忌
法
要
が
無
事
円
成
せ
ら
れ
た
の
で
宗
門
功
労
者
を
表
彰

し
て
そ
の
労
に
酬
い
ん
の
件

二
〇
五

五
月
七
日

宗
達
甲
第
四
号

高
祖
大
師
大
遠
忌
に
因
め
る
功
労
者
表
彰
に
関
す
る
告
諭
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
表

彰
基
準
を
定
め
る
の
件

二
〇
五

四
月
二
十
九
日

告
諭

高
祖
承
陽
大
師
七
百
回
大
遠
忌
の
法
要
を
営
弁
さ
れ
つ
つ
あ
り
茲
に
懲
戒
の
減
免

を
行
わ
ん
と
す
る
の
件

二
〇
五

四
月
二
十
九
日

宗
達
甲
第
五
号

懲
戒
処
分
赦
免
減
軽
の
件
に
関
し
告
諭
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
該
当
す
る
者
は
必
得

さ
れ
た
い
の
件

二
〇
五

四
月
五
日

告
諭

本
年
度
宗
費
賦
課
を
定
め
公
布
す
る
の
件

二
〇
五

四
月
二
十
五
日

宗
達
乙
第
二
号

全
国
宗
務
所
長
会
議
を
招
集
す
る
の
で
各
宗
務
所
長
は
定
刻
迄
に
参
集
す
る
の
件

二
〇
五

四
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
三
号

六
月
十
二
日
よ
り
二
日
間
、
本
年
度
第
一
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

二
〇
五

四
月
五
日

告
示
第
十
号

参
議
に
就
任
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
五

三
月
十
八
日

告
示
第
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
五
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三
月
十
五
日

告
示
第
十
二
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
〇
五

四
月
二
十
一
日

告
示
第
十
三
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
五

五
月
二
十
二
日

告
諭

審
事
院
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
宗
令
を
公
布
す
る
の
件

二
〇
六

五
月
二
十
日

宗
達
甲
第
七
号

高
祖
大
師
七
百
回
大
遠
忌
の
勧
募
に
つ
い
て
万
難
を
排
し
て
勧
募
の
完
納
に
努
力

さ
れ
た
い
の
件

二
〇
六

六
月
五
日

告
示
第
十
三
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
の
候
補
者
と
し
て
修
禅
寺
住
職
大
教
師
丘
球
学
を
推

薦
の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
〇
七

六
月
九
日

告
示
第
十
四
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
は
届
出
候
補
者
が
丘
球
学
一
人
で
あ
る
た
め
無
投
票

と
す
る
の
件

二
〇
七

六
月
十
日

告
示
第
十
五
号

無
投
票
の
公
示
あ
り
、
依
っ
て
選
挙
会
を
宗
務
庁
に
於
て
開
会
す
る
の
件

二
〇
七

六
月
十
八
日

告
示
第
十
六
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
七

七
月
五
日

告
示
第
十
七
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
に
つ
き
選
挙
会
の
結
果
、
修
禅
寺
住
職
丘
球
学
を
当

選
人
と
確
定
し
手
続
を
完
了
し
た
の
件

二
〇
七

三
月
十
八
日

告
示
第
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
七

八
月
一
日

告
諭

寺
院
規
則
認
証
申
請
に
つ
き
代
務
者
特
命
に
関
す
る
宗
令
を
定
め
て
発
布
す
る
の

件

二
〇
八

八
月
一
日

公
告

宗
教
法
人
法
に
よ
る
宗
教
法
人
「
大
本
山
永
平
寺
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
公

二
〇
八

告
す
る
の
件

八
月
十
九
日

告
諭

選
挙
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
宗
令
を
公
布
す
る
の
件

二
〇
九
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八
月
二
十
日

宗
達
甲
第
八
号

十
月
十
六
日
よ
り
二
日
間
本
年
度
第
二
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

二
〇
九

八
月
二
十
八
日

宗
達
甲
第
九
号

大
本
山
総
持
寺
に
師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
の
で
入
所
志
望
者
は
出
願
さ
れ
た
い

の
件

二
〇
九

八
月
七
日

告
示
第
十
八
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
〇
九

八
月
二
十
九
日

告
示
第
十
九
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
〇
九

十
月
一
日

告
諭

昭
和
二
十
七
年
度
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
は
参
事
会
の
議
決
を
経
て
追
加
更
正
す

る
の
件

二
一
〇

十
月
一
日

告
示
第
二
十
号

参
事
会
の
議
決
を
得
て
追
加
賦
課
す
る
こ
と
に
な
っ
た
昭
和
二
十
七
年
度
追
加
宗

費
の
納
付
期
日
を
定
め
る
の
件

二
一
〇

九
月
二
日

宗
達
甲
第
十
号

本
年
九
月
十
八
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
、
そ
の
会
期
を
一
日
と
定
め
る
の

件

二
一
〇

九
月
二
日

宗
達
第
四
号

参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
、
宗
務
庁
控
室
に
集
合
し
所

定
の
手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
一
〇

十
月
二
日

宗
達
甲
第
十
一
号

全
国
宗
務
所
長
の
選
挙
を
執
行
し
、
そ
の
期
日
を
本
年
十
一
月
十
一
日
と
定
め
る

の
件

二
一
〇

十
月
一
日

宗
達
乙
第
五
号

宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
そ
の
会
期
を
三
日
間
と
定
め
る
の
件

二
一
〇

十
月
二
日

宗
達
乙
第
六
号

全
国
宗
務
所
長
の
選
挙
報
行
の
件
発
令
さ
れ
た
の
で
円
満
に
選
挙
を
終
了
さ
れ
る

二
一
〇

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
の
件

九
月
三
十
日

告
示
第
二
十
一
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
一
〇
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九
月
三
十
日

告
示
第
二
十
二
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
〇

九
月
一
日

教
諭

正
法
日
本
建
設
教
化
運
動
を
展
開
す
る
に
当
り
宗
門
の
僧
侶
及
び
檀
信
徒
各
位
に

告
げ
る
の
件

二
一
一

十
月
十
四
日

告
示
第
二
十
三
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
一

十
月
一
日

告
示
第
二
十
四
号

曹
洞
宗
寺
院
住
職
任
免
規
程
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
該
寺
院
住
職
を
罷
免
さ
れ

た
者
の
件

二
一
一

十
月
二
十
日

告
示
第
二
十
五
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
一
二

十
月
二
十
日

告
示
第
二
十
六
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
二

十
月
二
十
日

告
示
第
二
十
七
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
一
二

十
月
二
日

告
示
第
二
十
八
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
二

十
月
二
十
八
日

告
示
第
二
十
九
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
二

「
昭
和
二
十
八
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
十
二
日

宗
達
甲
第
十
二
号

本
年
三
月
三
日
を
以
て
通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

二
一
四

一
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
九
号

通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務

庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
の
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
一
四

十（
昭
和
二
十
七
年
）

二
月
十
九
日

宗
達
乙
第
七
号

（
号
外
再
録
）

昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十
日
を
以
て
宗
務
所
長
の
再
選
挙
を
行
う
の
件

二
一
四
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一
月
十
日

宗
達
乙
第
八
号

昭
和
二
十
八
年
二
月
十
日
を
以
て
宗
務
所
長
の
再
選
挙
を
行
う
の
件

二
一
四

十（
昭
和
二
十
七
年
）

二
月
九
日

告
示
第
三
十
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
四

十（
昭
和
二
十
七
年
）

二
月
二
十
日

告
示
第
三
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
四

二
月
二
日

宗
達
乙
第
十
号

本
年
二
月
二
十
六
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
五
日
間
と
定

め
る
の
件

二
一
四

二
月
二
十
日

宗
達
乙
第
十
一
号

全
国
宗
務
所
長
会
を
招
集
す
る
の
で
各
宗
務
所
長
は
当
日
定
刻
迄
に
参
集
さ
れ
た

い
の
件

二
一
五

二
月
二
十
日

宗
達
乙
第
十
二
号

中
央
檀
信
徒
集
会
を
本
年
三
月
十
四
日
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
二
日
間
と
定
め

る
の
件

二
一
五

一
月
三
十
日

告
示
第
三
十
二
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
五

十（
昭
和
二
十
七
年
）

一
月
十
九
日

告
示
第
三
十
三
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
六

十（
昭
和
二
十
七
年
）

二
月
二
十
日

告
示
第
三
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
六

二
月
二
十
日

告
示
第
三
十
五
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
六

三
月
四
日

告
示
第
三
十
六
号

各
寺
院
の
級
階
を
決
定
し
告
示
す
る
の
件

二
一
六

二
月
二
十
八
日

告
示
第
三
十
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
六

三
月
十
日

告
示
第
三
十
八
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
六

五
月
二
十
六
日

告
諭

第
二
回
曹
洞
宗
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
文
部
大
臣
の
認
証
を
受
け
曹
洞
宗
規
則

二
一
七

中
一
部
を
変
更
し
公
布
す
る
の
件

四
月
一
日

告
諭

第
二
回
曹
洞
宗
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
規
程
中
一
部
を
変
更
し
公
布
す
る
の
件

二
一
七
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四
月
一
日

宗
達
甲
第
一
号

大
本
山
総
持
寺
は
大
祖
堂
再
建
を
発
願
さ
れ
本
日
管
長
猊
下
告
諭
を
発
し
円
成
に

努
力
さ
れ
ん
こ
と
の
件

二
一
七

五
月
一
日

宗
達
甲
第
二
号

六
月
二
十
五
日
よ
り
二
日
間
、
本
年
度
第
一
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

二
一
七

五
月
一
日

宗
達
甲
第
三
号

第
二
回
曹
洞
宗
宗
議
会
の
議
決
に
よ
り
選
挙
規
程
改
正
審
議
会
規
則
を
定
め
公
布

す
る
の
件

二
一
七

五
月
十
八
日

宗
達
乙
第
一
号

選
挙
規
程
改
正
審
議
会
を
本
年
六
月
一
日
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め

る
の
件

二
一
七

五
月
十
八
日

宗
達
乙
第
二
号

両
大
本
山
護
持
委
員
会
を
本
年
六
月
十
日
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め

る
の
件

二
一
七

三
月
十
七
日

告
示
第
三
十
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
七

四
月
十
五
日

告
示
第
一
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
七

五
月
十
九
日

告
示
第
二
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
七

五
月
十
九
日

告
示
第
三
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
一
七

六
月
一
日

告
諭

曹
洞
宗
選
挙
規
定
に
関
す
る
臨
時
措
置
と
し
て
宗
令
を
公
布
す
る
の
件

二
一
八

六
月
五
日

宗
達
甲
第
三
号

大
本
山
永
平
寺
に
師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
の
で
入
所
志
望
者
は
開
設
要
綱
に
よ

り
出
願
さ
れ
た
い
の
件

二
一
八

五
月
二
十
日

告
示
第
四
号

曹
洞
宗
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
八

五
月
二
十
日

告
示
第
五
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
八

六
月
四
日

告
示
第
六
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
一
八



「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）（
川
口
）

88─　   ─

六
月
四
日

告
示
第
七
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
一
八

五
月
二
十
二
日

告
示
第
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
九

六
月
二
十
五
日

告
示
第
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
一
九

六
月
一
日

告
示
第
六
号

寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
寺
籍
番
号
の
件

二
一
九

七
月
二
十
日

教
諭

正
法
国
家
建
設
の
運
動
を
達
成
さ
れ
ん
事
を
懇
望
す
る
の
教
諭

二
二
〇

八
月
一
日

宗
達
甲
第
四
号

駒
沢
大
学
に
布
教
師
養
成
所
を
開
設
す
る
の
で
入
所
志
望
者
は
開
設
要
綱
に
よ
り

出
願
さ
れ
た
い
の
件

二
二
〇

七
月
七
日

告
示
第
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
〇

七
月
二
十
四
日

告
示
第
八
号

管
長
高
階
瓏
仙
殿
布
哇
及
び
北
米
を
巡
教
さ
れ
、
本
日
よ
り
宗
務
総
長
を
以
て
管

長
並
に
代
表
役
員
の
代
務
者
と
す
る
の
件

二
二
〇

九
月
一
日

宗
達
甲
第
五
号

十
二
月
三
日
よ
り
二
日
間
、
本
年
度
第
一
次
教
師
試
験
検
定
を
施
行
す
る
の
件

二
二
一

六
月
四
日

告
示
第
九
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
二
一

七
月
七
日

告
示
第
十
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
一

八
月
三
十
一
日

告
示
第
十
一
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
二
一

九
月
八
日

告
示
第
十
二
号

管
長
並
に
代
表
役
員
高
階
瓏
仙
殿
帰
国
さ
れ
た
の
で
代
表
者
は
そ
の
職
を
退
い
た

の
件

二
二
一

十
月
五
日

宗
達
甲
第
六
号

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
を
以
て
宗
議
会
議
員
の
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
二
二

十
月
五
日

宗
達
乙
第
三
号

宗
議
会
議
員
選
挙
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
各
宗
務
所
長
は
当
該
選
挙
区
域
内
の

選
挙
長
と
な
り
円
満
に
該
選
挙
を
終
了
さ
れ
た
い
の
件

二
二
二
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十
月
五
日

告
示
第
十
三
号

二
宗
務
所
以
上
に
亘
る
選
挙
区
の
選
挙
長
を
指
命
す
る
の
件

二
二
二

九
月
四
日

告
示
第
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
二

十
月
二
十
三
日

宗
達
甲
第
七
号

一
月
二
十
一
日
よ
り
一
月
二
十
五
日
迄
五
日
間
布
教
師
講
習
会
を
開
催
す
る
の
件

二
二
三

十
月
十
日

宗
達
乙
第
五
号

神
奈
川
県
第
二
曹
洞
宗
宗
務
所
長
松
阪
秀
一
は
解
任
に
就
き
神
奈
川
県
第
二
曹
洞

宗
宗
務
所
長
の
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
二
三

十
月
十
日

宗
達
乙
第
六
号

大
阪
府
曹
洞
宗
宗
務
所
長
石
黒
良
高
は
解
任
に
就
き
大
阪
府
曹
洞
宗
宗
務
所
長
の

選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
二
三

十
月
二
十
七
日

宗
達
乙
第
七
号

茨
城
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
北
条
禅
英
は
解
任
に
就
き
茨
城
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
の

選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
二
三

九
月
四
日

告
示
第
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
三

十
月
七
日

告
示
第
十
六
号

宗
教
法
人
法
施
行
後
新
た
に
寺
院
を
設
立
し
た
も
の
の
内
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も

の
の
件

二
二
三

十
月
十
五
日

告
示
第
十
七
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
丘
球
学
殿
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
日
午
前
六
時
修
禅
寺

に
於
て
遷
化
さ
れ
た
の
件

二
二
三

九
月
一
日

告
示
第
十
八
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
二
四

九
月
三
十
日

告
示
第
十
九
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
二
四

十
一
月
十
四
日

宗
達
乙
第
八
号

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
執
行
の
宗
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
議
員
候
補
者

清
水
愛
邦
が
死
亡
し
た
の
で
当
該
選
挙
区
の
再
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
二
四

十
一
月
十
四
日

告
示
第
二
十
号

第
十
選
挙
区
の
再
選
挙
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
宗
務
所
長
は
選
挙
長
と
な
り
円

二
二
四



「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）（
川
口
）

90─　   ─

満
に
該
選
挙
を
終
了
さ
れ
た
い
の
件

十
一
月
十
四
日

告
示
乙
第
一
号

第
十
選
挙
区
に
お
け
る
再
選
挙
に
関
し
て
は
定
数
に
達
せ
ざ
る
一
人
の
み
行
う
も

の
と
す
る
の
件

二
二
四

十
月
二
十
三
日

告
示
第
二
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
五

十
一
月
九
日

告
示
第
二
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
五

十
二
月
二
十
四
日

告
示
第
二
十
三
号

宗
議
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
選
挙
区
に
お
け
る
投
票
総
数
及
び
当
選
人
の
氏
名
並

に
各
候
補
者
の
得
票
明
細
表
の
件

二
二
六

十
二
月
十
六
日

告
示
第
二
十
四
号

第
十
区
選
挙
区
の
再
選
挙
の
結
果
の
当
選
人
の
件

二
二
六

「
昭
和
二
十
九
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
日

宗
達
甲
第
八
号

本
年
二
月
十
一
日
を
以
て
臨
時
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

二
二
六

一
月
二
日

宗
達
乙
第
九
号

臨
時
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務

庁
議
員
控
室
に
集
合
す
る
の
件

二
二
六

一
月
十
二
日

宗
達
甲
第
九
号

本
年
三
月
二
日
を
以
て
大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
の
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
二
七

一
月
十
一
日

宗
達
乙
第
十
号

副
貫
首
選
挙
執
行
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
違
規
の
行
為
な
き
よ
う
注
意
し
円
満

二
二
七

に
選
挙
を
終
了
さ
れ
る
件

一
月
二
十
八
日

宗
達
甲
第
十
号

本
年
三
月
十
日
を
以
て
通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

二
二
七

一
月
二
十
八
日

宗
達
乙
第
十
一
号

三
月
十
日
を
以
て
通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午

二
二
七
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前
九
時
迄
に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
さ
れ
た
い
の
件

十（
昭
和
二
十
八
年
）

二
月
二
十
四
日

告
示
第
二
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
七

十（
昭
和
二
十
八
年
）

二
月
二
十
五
日

告
示
第
二
十
六
号

認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
二
七

一
月
二
十
九
日

告
示
第
二
十
七
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
に
対
し
候
補
者
中
央
寺
住
職
福
井
天
章
の
届
出
の
件

二
二
七

二
月
五
日

告
示
第
二
十
八
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
は
届
出
候
補
者
が
一
人
で
あ
る
た
め
無
投
票
と
す
る

の
件

二
二
七

二
月
五
日

告
示
第
二
十
九
号

無
投
票
の
公
示
が
あ
り
選
挙
会
を
宗
務
庁
に
於
て
開
会
す
る
の
件

二
二
七

一
月
二
十
五
日

告
示
第
三
十
号

宗
議
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
第
二
十
五
選
挙
区
に
於
け
る
投
票
総
数
及
び
当
選
人

の
氏
名
並
に
各
候
補
者
の
得
票
明
細
表
の
件

二
二
七

二
月
五
日

告
示
第
三
十
一
号

宗
議
会
議
員
総
選
挙
の
得
票
明
細
表
中
更
正
さ
れ
た
も
の
の
件

二
二
七

二
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
十
二
号

本
年
三
月
五
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
二
八

二
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
十
三
号

東
京
都
曹
洞
宗
宗
務
所
長
川
岸
顕
聖
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

二
二
八

三
月
五
日

宗
達
乙
第
十
四
号

全
国
宗
務
所
長
会
を
招
集
す
る
の
件

二
二
八

二
月
四
日

告
示
第
三
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
八

二
月
四
日

告
示
第
三
十
三
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
二
八

二
月
四
日

告
示
第
三
十
四
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
八

二
月
四
日

告
示
第
三
十
五
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
二
八

二
月
十
三
日

告
示
第
三
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
八
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二
月
二
十
二
日

告
示
第
三
十
七
号

参
議
に
就
任
し
た
者
の
件

二
二
八

三
月
三
日

告
示
第
三
十
八
号

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首
選
挙
の
結
果
は
無
投
票
に
よ
り
中
央
寺
住
職
大
教
師
福
井

天
章
が
当
選
人
と
確
定
し
た
の
件

二
二
八

四
月
一
日

告
諭

第
四
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
規
定
中
一
部
を
変
更
し
公
布
す
る
の

件

二
二
九

四
月
一
日

告
諭

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
規
定
、
曹
洞
宗
育
英
会
規
定
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規

定
を
制
定
し
公
布
す
る
の
件

二
二
九

四
月
六
日

宗
達
甲
第
一
号

大
本
山
永
平
寺
に
師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
の
件

二
二
九

四
月
六
日

宗
達
甲
第
二
号

級
階
査
定
を
実
施
す
る
に
よ
り
寺
有
財
産
調
査
表
を
教
区
事
務
所
に
提
出
の
件

二
二
九

四
月
十
日

宗
達
甲
第
三
号

五
月
二
十
五
日
よ
り
二
日
間
、
主
事
及
び
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行
す
る
の
件

二
二
九

三
月
二
十
四
日

宗
達
乙
第
十
五
号

檀
信
徒
中
央
集
会
を
五
月
八
日
に
大
本
山
永
平
寺
に
招
集
す
る
の
件

二
二
九

四
月
七
日

宗
達
乙
第
一
号

石
川
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
福
島
泰
忍
の
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
二
九

二
月
一
日

告
示
第
三
十
九
号

寺
院
を
設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

二
二
九

三
月
三
十
日

告
示
第
四
十
一
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
二
九

三
月
三
十
日

告
示
第
四
十
二
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
二
九

三
月
三
十
日

告
示
第
四
十
三
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
二
九

四
月
一
日

告
諭

昭
和
二
十
九
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
定
め
公
布
す
る
の
件

二
三
〇

五
月
一
日

宗
達
甲
第
四
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
期
日
は
七
月
一
日
よ
り
二
日
間
と
変
更
す
る
の
件

二
三
〇

三
月
十
五
日

告
示
第
四
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
〇
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五
月
二
十
一
日

宗
達
乙
第
二
号

第
三
十
二
区
選
出
宗
議
会
議
員
奥
野
説
宗
が
死
亡
し
た
の
で
当
該
選
挙
区
の
補
欠

選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
三
〇

六
月
十
日

宗
達
乙
第
三
号

京
都
府
曹
洞
宗
宗
務
所
長
諸
岡
朴
道
解
任
に
就
き
京
都
府
曹
洞
宗
宗
務
長
所
選
挙

を
執
行
す
る
の
件

二
三
〇

五
月
二
十
一
日

告
示
乙
第
一
号

第
三
十
二
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
宗
務
所
長
は
選
挙
長
と

な
り
円
満
に
終
了
さ
れ
た
い
の
件

二
三
一

六
月
二
十
六
日

宗
達
甲
第
五
号

昭
和
二
十
九
年
七
月
七
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る
の

件

二
三
二

七
月
二
十
一
日

宗
達
甲
第
六
号

八
月
二
十
七
日
よ
り
二
日
間
、
主
事
及
び
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行
す
る
の
件

二
三
二

六
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
四
号

参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
七
月
七
日
午
前
十
時
迄
に
宗

務
庁
に
集
合
し
所
定
の
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
三
二

七
月
九
日

宗
達
乙
第
五
号

両
大
本
山
護
持
委
員
会
を
本
年
七
月
二
十
六
日
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
三
二

七
月
九
日

秘
発
第
八
号

両
大
本
山
護
持
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
十

時
迄
に
宗
務
庁
に
参
集
さ
れ
た
い
の
件

二
三
二

六
月
三
十
日

告
示
第
一
号

第
三
十
二
選
挙
区
は
補
欠
選
挙
の
結
果
、
投
票
総
数
及
び
当
選
人
の
氏
名
並
に
各

候
補
者
の
得
票
明
細
表
の
件

二
三
二

七
月
二
十
三
日

宗
達
乙
第
六
号

宗
達
乙
第
五
号
を
以
て
達
示
し
た
両
大
本
山
護
持
委
員
会
は
無
期
延
期
す
る
の
件

二
三
三

八
月
一
日

告
示
第
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
三

八
月
一
日

告
示
第
三
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
三
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七
月
八
日

告
諭

昭
和
二
十
九
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
は
参
事
会
の
議
決
を
経
て
追
加

更
正
の
件

二
三
四

八
月
七
日

宗
達
乙
第
七
号

両
大
本
山
護
持
委
員
会
を
八
月
三
十
一
日
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
三
四

九
月
十
一
日

宗
達
乙
第
八
号

富
山
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
塚
原
真
禅
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

二
三
四

九
月
十
四
日

宗
達
乙
第
九
号

来
る
十
月
十
八
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
三
四

七
月
三
日

告
示
第
四
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
程
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
主
事
又
は
書
記
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
者
の
件

二
三
四

九
月
十
七
日

告
示
第
五
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
定
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
主
事
又
は
書
記
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
者
の
件

二
三
五

九
月
三
十
日

告
示
第
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
六

十
月
十
二
日

告
示
第
七
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
六

十
月
十
八
日

告
示
第
八
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
六

十
二
月
一
日

告
諭

宗
憲
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
単
立
寺
院
の
帰
属
に
関
す
る
宗
令
を
定
め
て
公

布
す
る
の
件

二
三
七

十
一
月
二
十
二
日

宗
達
乙
第
十
号

愛
知
県
第
一
曹
洞
宗
宗
務
所
長
佐
藤
哲
心
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す

る
の
件

二
三
七

十
月
十
二
日

告
示
第
九
号

権
大
教
師
に
昇
補
さ
れ
た
者
の
件

二
三
七

十
一
月
二
十
日

告
示
第
十
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
依
り
寺
院
を

二
三
七
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設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

十
二
月
十
三
日

宗
達
乙
第
十
一
号

滋
賀
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
浅
井
説
道
が
辞
職
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の

件

二
三
八

十
二
月
一
日

告
示
第
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
八

十
二
月
一
日

告
示
第
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
三
八

十
二
月
一
日

告
示
第
十
三
号

曹
洞
宗
教
育
規
程
第
四
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
に
依
り
認
可
さ
れ
た
専
門
僧

堂
の
件

二
三
八

「
昭
和
三
十
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
十
五
日

宗
達
甲
第
七
号

駒
沢
大
学
に
布
教
師
養
成
所
を
開
設
し
入
所
志
望
者
は
開
設
要
綱
に
よ
り
出
願
さ

れ
た
い
の
件

二
三
九

一
月
二
十
日

教
化
発
第
十
四
号

布
教
師
養
成
所
開
設
に
お
い
て
入
所
志
望
者
の
推
薦
を
特
段
の
御
高
配
下
さ
る
よ

う
依
頼
す
る
件

二
三
九

一
月
二
十
六
日

宗
達
甲
第
八
号

昭
和
三
十
年
三
月
七
日
を
以
て
通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
件

二
三
九

一
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
十
二
号

通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務

庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
の
手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
件

二
三
九

一
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
十
三
号

三
月
三
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
件

二
三
九

十（
昭
和
二
十
九
年
）

二
月
一
日

告
示
第
十
四
号

曹
洞
宗
教
育
規
程
第
四
条
に
依
り
閉
単
し
た
僧
堂
の
件

二
三
九
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十（
昭
和
二
十
九
年
）

二
月
八
日

告
示
第
十
五
号

曹
洞
宗
教
育
規
程
第
四
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
に
依
り
認
可
さ
れ
た
専
門
僧

二
三
九

堂
の
件

十（
昭
和
二
十
九
年
）

二
月
八
日

告
示
第
十
六
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
三
九

一
月
十
七
日

告
示
第
十
七
号

曹
洞
宗
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
三
九

二
月
十
九
日

宗
達
乙
第
十
四
号

昭
和
三
十
年
三
月
十
五
日
よ
り
二
日
間
全
国
宗
務
所
長
会
議
を
東
京
に
招
集
す
る

件

二
四
〇

二
月
一
日

告
示
第
十
八
号

各
宗
務
所
に
公
示
し
た
通
り
各
寺
院
の
級
階
を
決
定
し
告
示
す
る
件

二
四
〇

十（
昭
和
二
十
九
年
）

二
月
十
三
日

告
示
第
十
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
〇

十（
昭
和
二
十
九
年
）

二
月
十
五
日

告
示
第
二
十
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
〇

二
月
一
日

告
示
第
二
十
一
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
六
条
の
規
定
に
依
り
寺
格
昇
等
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
四
〇

二
月
一
日

告
示
第
二
十
二
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
六
条
の
規
定
に
依
り
寺
格
降
等
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
四
〇

二
月
十
日

告
示
第
二
十
三
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
七
条
の
規
定
に
依
り
特
任
地
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
四
〇

三
月
十
四
日

告
諭

昭
和
二
十
九
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
第
五
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会

の
議
決
を
経
て
追
加
更
正
す
る
件

二
四
一

四
月
一
日

告
諭

第
五
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
宗
憲
中
一
部
を
変
更
し
公
布
し
施
行

す
る
件

二
四
一

四
月
一
日

告
諭

曹
洞
宗
規
則
中
の
一
部
を
変
更
し
、
公
布
し
施
行
す
る
件

二
四
一

四
月
一
日

告
諭

昭
和
三
十
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
定
め
公
布
す
る
件

二
四
一
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四
月
一
日

宗
達
甲
第
一
号

大
本
山
永
平
寺
に
師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
の
で
入
所
志
願
者
は
開
設
要
綱
に
よ

り
出
願
さ
れ
た
い
の
件

二
四
一

四
月
一
日

教
育
発
第
一
号

師
家
養
成
所
開
設
に
よ
り
入
所
志
願
者
は
至
急
出
願
す
る
よ
う
の
件

二
四
一

四
月
九
日

宗
達
乙
第
一
号

本
年
五
月
二
十
六
、
二
十
七
日
に
大
本
山
総
持
寺
に
檀
信
徒
中
央
集
会
を
招
集
し

会
期
を
二
日
間
と
定
め
る
の
件

二
四
二

四
月
一
日

告
示
第
一
号

昭
和
三
十
年
三
月
八
日
付
に
認
可
さ
れ
た
専
門
僧
堂
の
件

二
四
二

五
月
十
二
日

宗
達
乙
第
二
号

第
三
十
二
選
出
宗
議
会
議
員
本
多
喜
禅
が
辞
任
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
施
行
す
る

の
件

二
四
三

四
月
二
十
三
日

告
示
第
二
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
五
条
に
依
り
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
三

五
月
十
八
日

告
示
第
三
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
三

五
月
十
二
日

告
示
乙
第
一
号

第
三
十
三
選
挙
区
補
欠
選
挙
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
宗
務
所
長
は
選
挙
長
と
な

り
宗
制
規
定
の
諸
条
項
を
遵
守
し
円
満
に
選
挙
を
終
了
さ
れ
た
い
の
件

二
四
三

六
月
八
日

宗
達
甲
第
二
号

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
四
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る

の
件

二
四
四

六
月
八
日

宗
達
乙
第
三
号

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
四
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で

同
日
午
前
十
時
迄
に
宗
務
庁
に
集
合
し
所
定
の
手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
件

二
四
四

五
月
二
十
七
日

告
示
第
四
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
四
四

五
月
三
十
一
日

告
示
第
五
号

宗
費
怠
納
に
つ
き
懲
戒
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
件

二
四
四

六
月
二
日

告
示
第
六
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
四
四
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六
月
二
日

告
示
第
七
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
四
四

六
月
十
四
日

告
示
第
八
号

師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
四

六
月
十
四
日

告
示
第
九
号

第
三
十
二
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
の
結
果
、
当
選
人
の
氏
名
の
件

二
四
四

六
月
二
十
三
日

告
示
第
十
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
四

六
月
二
十
七
日

告
示
第
十
号

昭
和
三
十
年
度
特
派
布
教
師
の
巡
回
地
の
件

二
四
五

七
月
六
日

告
示
第
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
五

七
月
九
日

告
示
第
十
二
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
五

八
月
一
日

告
示
第
十
三
号

第
五
回
通
常
宗
議
会
の
議
を
経
て
曹
洞
宗
寺
院
共
済
組
合
を
設
立
し
規
約
を
制
定

す
る
の
件

二
四
五

八
月
二
十
五
日

宗
達
甲
第
三
号

十
月
二
十
三
日
よ
り
二
日
間
、
主
事
及
び
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行
す
る
の
で
登

録
試
験
を
受
け
た
い
者
は
出
願
さ
れ
た
い
の
件

二
四
六

八
月
二
十
五
日

職
登
第
一
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
に
関
す
る
件

二
四
六

四
月
三
十
日

告
示
第
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
六

七
月
十
九
日

告
示
第
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
六

八
月
三
日

告
示
第
十
六
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
六

八
月
十
八
日

告
示
第
十
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
六

八
月
二
十
日

告
示
第
十
八
号

宗
費
怠
納
に
つ
き
懲
戒
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
件

二
四
六

九
月
六
日

宗
達
乙
第
四
号

岩
手
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
吉
田
行
戒
解
任
に
つ
き
岩
手
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
の
選

二
四
七

挙
を
十
月
十
五
日
に
執
行
と
定
め
る
の
件
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九
月
十
五
日

宗
達
甲
第
四
号

駒
沢
大
学
に
布
教
師
養
成
所
を
開
設
す
る
の
で
入
所
志
望
者
は
開
設
要
綱
に
よ
り

出
願
さ
れ
た
い
の
件

二
四
七

九
月
十
五
日

教
化
発
第
二
十
三
号

布
教
師
養
成
所
開
設
の
件

二
四
七

九
月
一
日

告
示
第
十
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
七

九
月
七
日

告
示
第
二
十
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
七

九
月
十
日

告
示
第
二
十
一
号

佐
賀
県
長
得
寺
住
職
長
井
義
雄
の
分
限
停
止
一
年
六
ヶ
月
の
懲
戒
処
分
を
そ
の
後

の
情
状
に
よ
り
譴
責
に
特
減
す
る
の
件

二
四
七

九
月
二
十
六
日

教
化
発
第
二
十
七
号

第
三
回
曹
洞
宗
保
育
講
習
会
の
件

二
四
七

九
月
二
十
六
日

教
化
発
第
二
十
八
号

曹
洞
宗
第
三
回
保
育
連
合
大
会
並
第
四
回
保
育
講
習
会
開
催
の
件

二
四
七

十
月
六
日

宗
達
乙
第
五
号

本
年
十
月
二
十
七
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
五
日
間
と
定

め
る
の
件

二
四
八

十
月
二
十
一
日

告
示
第
二
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
八

十
月
二
十
一
日

告
示
第
二
十
三
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
六
条
の
規
定
に
依
り
寺
格
昇
等
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
四
八

十
月
二
十
六
日

宗
達
乙
第
六
号

兵
庫
県
第
一
曹
洞
宗
宗
務
所
長
横
山
顕
峰
死
亡
の
た
め
補
欠
選
挙
を
執
行
の
件

二
四
九

九
月
二
十
一
日

告
示
第
二
十
四
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
四
九

十
一
月
八
日

告
示
第
二
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
四
九

十
一
月
十
日

告
示
第
二
十
六
号

愛
知
県
久
岑
寺
住
職
阿
部
雄
孝
、
山
形
県
樹
泉
寺
住
職
青
野
瑳
快
の
分
限
停
止
一

年
の
懲
戒
処
分
は
そ
の
後
の
情
状
に
よ
り
譴
責
に
特
減
す
る
の
件

二
四
九

十
一
月
十
六
日

告
示
第
二
十
七
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
依
り
寺
院
を

二
四
九
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設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

十
一
月
二
十
四
日

告
示
第
二
十
八
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
程
に
依
り
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者

二
五
〇

の
件

十
二
月
十
五
日

告
示
第
二
十
九
号

宗
費
怠
納
に
よ
り
分
限
停
止
一
年
六
カ
月
の
懲
戒
に
処
せ
ら
れ
た
が
そ
の
後
の
情

状
に
よ
り
譴
責
に
特
減
さ
れ
た
者
の
件

二
五
〇

十
二
月
十
五
日

告
示
第
三
十
号

宗
費
怠
納
に
よ
り
分
限
停
止
一
カ
年
の
懲
戒
に
処
せ
ら
れ
た
が
そ
の
後
の
情
状
に

よ
り
譴
責
に
特
減
さ
れ
た
者
の
件

二
五
〇

十
二
月
十
五
日

告
示
第
三
十
一
号

宗
費
怠
納
に
つ
き
懲
戒
さ
れ
た
者
の
件

二
五
〇

「
昭
和
三
十
一
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
十
三
日

宗
達
甲
第
五
号

本
年
三
月
三
日
を
以
て
通
常
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

二
五
一

一
月
二
十
三
日

宗
達
乙
第
七
号

通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
と
い
う
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄

に
宗
務
庁
議
員
控
室
に
集
合
し
所
定
の
手
続
き
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
五
一

一
月
二
十
七
日

宗
達
甲
第
六
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
程
に
よ
り
主
事
及
び
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行
す
る

の
件

二
五
一

一
月
二
十
七
日

職
登
第
二
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
に
関
す
る
件

二
五
一

十（
昭
和
三
十
年
）

二
月
十
七
日

告
示
第
三
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
一

二
月
十
四
日

宗
達
甲
第
七
号

昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
五
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
五
二
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二
月
一
日

宗
達
乙
第
八
号

両
大
本
山
護
持
委
員
会
を
本
年
三
月
一
日
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
五
二

二
月
九
日

宗
達
乙
第
九
号

宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
そ
の
会
期
を
五
日
間
と
定
め
る
の
件

二
五
二

二
月
九
日

宗
達
乙
第
十
号

昭
和
三
十
一
年
三
月
十
二
日
、
全
国
宗
務
所
長
会
議
を
宗
務
庁
に
招
集
し
、
そ
の

会
期
を
二
日
間
と
定
め
る
の
件

二
五
二

二
月
十
四
日

宗
達
乙
第
十
一
号

参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
と
の
達
示
が
あ
っ
た
の
で
宗
務
庁
に
集
合
し
所
定

の
手
続
を
報
ら
れ
た
い
の
件

二
五
二

二
月
八
日

告
示
第
三
十
三
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
五
二

二
月
八
日

告
示
第
三
十
四
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
五
二

二
月
八
日

告
示
第
三
十
五
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
二

二
月
八
日

告
示
第
三
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
二

三
月
十
四
日

宗
達
甲
第
八
号

駒
沢
大
学
に
布
教
師
養
成
所
を
開
設
す
る
の
件

二
五
三

二
月
二
十
七
日

告
示
第
三
十
七
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
三

二
月
二
十
五
日

告
示
第
三
十
八
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
五
三

二
月
二
十
五
日

告
示
第
三
十
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
三

三
月
十
三
日

告
示
第
四
十
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
三

三
月
十
日

告
諭

昭
和
三
十
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
第
六
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
の

議
決
を
経
て
追
加
更
正
す
る
の
件

二
五
四

四
月
一
日

告
諭

曹
洞
宗
規
則
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
依
り
規
程
中
一
部
を
変
更
し
公
布
し

施
行
す
る
件

二
五
四
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四
月
一
日

告
諭

曹
洞
宗
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
依
り
昭
和
三
十
一
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳

出
予
算
を
定
め
公
布
す
る
の
件

二
五
四

四
月
十
日

宗
達
甲
第
二
号

本
年
四
月
三
十
日
を
以
て
檀
信
徒
中
央
集
会
を
大
本
山
永
平
寺
に
招
集
し
会
期
を

二
日
間
と
定
め
る
の
件

二
五
四

四
月
十
日

宗
達
乙
第
一
号

昭
和
三
十
一
年
四
月
三
十
日
を
以
て
檀
信
徒
中
央
集
会
を
大
本
山
永
平
寺
に
招
集

す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
当
日
午
後
一
時
迄
に
永
平
寺
へ
到
着
す
る
よ
う
代
表
者

に
通
告
さ
れ
た
い
の
件

二
五
四

四
月
十
六
日

告
示
第
一
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
寺
院
を

設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
者
の
件

二
五
四

四
月
二
十
三
日

告
示
第
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
五

五
月
七
日

告
示
第
三
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
五

五
月
二
十
一
日

告
示
第
四
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
六
条
の
規
定
に
依
り
寺
格
昇
等
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
五
五

六
月
六
日

宗
達
甲
第
三
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
程
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
六
月
二
十
五
日
よ
り
二
日

間
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行
す
る
の
件

二
五
五

六
月
六
日

職
登
第
一
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
に
関
す
る
件

二
五
五

六
月
六
日

告
示
第
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
六

六
月
二
十
三
日

告
示
第
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
六

六
月
六
日

告
示
第
七
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
五
六

七
月
六
日

告
示
第
八
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の

二
五
七
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件

七
月
七
日

告
示
第
九
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た

二
五
七

者
の
件

七
月
二
十
七
日

告
示
第
十
号

曹
洞
宗
規
則
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
宗
務
総
長
佐
々
木
泰
翁
に
庶
務
、

財
務
、
教
育
、
教
化
各
部
長
の
兼
務
を
命
ず
る
の
件

二
五
八

十
月
三
日

宗
達
甲
第
四
号

曹
洞
宗
選
挙
規
程
に
依
り
全
国
宗
務
所
長
の
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
五
九

十
月
三
日

宗
達
乙
第
二
号

全
国
宗
務
所
長
選
挙
執
行
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
違
規
な
き
よ
う
注
意
し
円
満

に
選
挙
を
終
了
さ
れ
る
件

二
五
九

十
月
三
日

宗
達
乙
第
三
号

曹
洞
宗
規
則
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
本
年
十
月
二
十
二
日
宗
務
監
査
委
員
会

を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
五
九

十
月
三
日

庶
発
第
四
十
号

宗
務
監
査
委
員
会
招
集
の
件

二
五
九

十
月
六
日

宗
達
乙
第
四
号

第
十
六
区
選
出
宗
会
議
員
石
黒
良
高
死
亡
、
第
八
区
宗
会
議
員
山
田
覚
明
失
格
、

第
二
十
一
区
宗
会
議
員
新
宮
良
範
辞
任
に
よ
り
当
該
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
を
施
行

す
る
の
件

二
五
九

十
月
六
日

告
示
乙
第
一
号

第
八
、
十
六
、
二
十
一
各
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
宗
務
所

長
は
選
挙
長
と
な
り
宗
制
規
定
の
諸
条
項
を
遵
守
し
円
満
に
終
了
さ
れ
た
い
の
件

二
五
九

十
月
六
日

告
示
乙
第
二
号

宗
議
会
議
員
補
欠
選
挙
施
行
に
伴
い
二
宗
務
所
以
上
に
亘
る
選
挙
区
の
選
挙
長
を

二
五
九

指
令
す
る
件

九
月
二
十
四
日

告
示
第
十
一
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
五
九
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九
月
二
十
七
日

告
示
第
十
二
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者

二
五
九

の
件

九
月
二
十
八
日

告
示
第
十
三
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
九

九
月
二
十
五
日

告
示
第
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
五
九

十
月
二
十
五
日

告
示
第
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
〇

十
一
月
五
日

宗
達
乙
第
五
号

十
一
月
十
二
日
執
行
の
長
崎
県
第
一
曹
洞
宗
宗
務
所
長
選
挙
の
期
間
中
に
立
候
補

者
が
な
か
っ
た
の
で
再
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
六
一

十
一
月
五
日

宗
達
乙
第
六
号

十
一
月
十
二
日
執
行
の
徳
島
県
曹
洞
宗
宗
務
所
長
選
挙
に
際
し
立
候
補
者
が
な

か
っ
た
の
で
再
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
六
一

十
一
月
十
六
日

宗
達
乙
第
七
号

十
一
月
十
二
日
執
行
の
長
崎
県
第
二
曹
洞
宗
宗
務
所
長
選
挙
に
際
し
立
候
補
者
が

な
か
っ
た
の
で
再
選
挙
を
施
行
す
る
の
件

二
六
一

十
一
月
二
十
六
日

告
示
第
十
七
号

第
八
、
十
六
の
各
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
の
結
果
議
員
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
の

で
当
選
人
の
氏
名
の
件

二
六
一

十
一
月
二
十
六
日

告
示
第
十
八
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
依
り
寺
院
を

設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

二
六
一

十
一
月
二
十
六
日

告
示
第
十
九
号

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
六
条
の
規
定
に
依
り
寺
格
昇
等
を
認
可
さ
れ
た
も
の
の
件

二
六
一

十
一
月
九
日

告
示
第
二
十
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
一

十
一
月
十
五
日

告
示
第
二
十
一
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者

の
件

二
六
一
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十
一
月
二
十
七
日

告
示
第
二
十
二
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者

二
六
一

の
件

十
二
月
五
日

宗
達
甲
第
四
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
程
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
主
事
、
書
記
の
登
録
試
験

を
施
行
す
る
件

二
六
一

十
二
月
五
日

職
登
第
二
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
に
関
す
る
件

二
六
一

十
二
月
五
日

教
化
発
第
三
十
二
号

第
一
回
関
東
地
区
伝
道
車
に
よ
る
巡
回
布
教
の
件

二
六
一

十
二
月
六
日

教
化
発
第
三
十
三
号

布
教
師
講
習
会
開
催
並
び
に
そ
の
受
講
者
推
薦
依
頼
の
件

二
六
一

十
二
月
五
日

梅
花
発
第
十
六
号

梅
花
流
本
部
講
習
会
開
催
の
件

二
六
一

十
二
月
一
日

告
示
第
二
十
三
号

第
二
十
一
区
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
の
結
果
当
選
人
の
氏
名
並
に
各
候
補
者
の
得
票

明
細
表
の
件

二
六
一

十
二
月
一
日

告
示
第
二
十
四
号

宗
達
甲
第
四
号
を
以
て
発
令
さ
れ
た
宗
務
所
長
総
選
挙
の
結
果
を
告
示
す
る
の
件

二
六
一

「
昭
和
三
十
二
年
曹
洞
宗
報
」

　
　

月　
　

日

号

内　
　

容　
　

要　
　

旨

所
収

「
曹
洞
宗
報
」

一
月
二
十
三
日

宗
達
甲
第
五
号

本
年
三
月
四
日
を
以
て
通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
の
件

二
六
二

一
月
二
十
三
日

宗
達
乙
第
七
号

通
常
宗
議
会
を
東
京
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
九
時
迄
に
宗
務

二
六
二

庁
議
員
控
室
に
集
合
し
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

十（
昭
和
三
十
一
年
）

二
月
十
二
日

告
示
第
二
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
二

一
月
十
一
日

告
示
第
二
十
七
号

曹
洞
宗
規
則
第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
参
議
に
就
任
し
た
者
の
件

二
六
二
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一
月
十
一
日

告
示
第
二
十
八
号

曹
洞
宗
師
家
規
程
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
依
り
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者

の
件

二
六
二

一
月
十
四
日

教
化
発
第
二
十
五
号

青
少
年
教
化
員
講
習
会
開
講
す
る
に
当
り
受
講
者
推
薦
依
頼
の
件

二
六
二

二
月
一
日

宗
達
甲
第
六
号

二
月
十
一
日
参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
一
日
と
定
め
る
件

二
六
三

二
月
一
日

宗
達
乙
第
八
号

参
事
会
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
達
示
が
あ
っ
た
の
で
同
日
午
前
十
時
迄
に
宗
務
庁

に
集
合
し
手
続
を
執
ら
れ
た
い
の
件

二
六
三

二
月
十
一
日

宗
達
乙
第
九
号

二
月
二
十
七
日
宗
務
監
査
委
員
会
を
宗
務
庁
に
招
集
し
会
期
を
五
日
間
と
定
め
る

件

二
六
三

二
月
十
一
日

宗
達
乙
第
十
号

三
月
十
二
日
全
国
宗
務
所
長
会
議
を
宗
務
庁
に
招
集
す
る
の
件

二
六
三

一
月
三
十
日

告
示
第
二
十
九
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

一
月
三
十
日

告
示
第
三
十
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

一
月
二
十
九
日

告
示
第
三
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

一
月
三
十
日

告
示
第
三
十
二
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

二
月
十
九
日

告
示
第
三
十
三
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

二
月
十
二
日

告
示
第
三
十
四
号

師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

二
月
二
十
七
日

告
示
第
三
十
五
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

三
月
六
日

告
示
第
三
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

二
月
二
十
八
日

告
示
第
三
十
七
号

師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
三

二
月
二
十
日

梅
花
発
第
二
十
号

梅
花
流
全
国
大
会
を
開
催
す
る
の
件

二
六
三
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二
月
十
一
日

告
諭

昭
和
三
十
一
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳
入
歳
出
予
算
を
参
事
会
の
議
決
を
経
て
追
加

更
正
す
る
件

二
六
四

四
月
一
日

告
諭

第
七
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
昭
和
三
十
二
年
度
曹
洞
宗
宗
務
庁
歳

入
歳
出
予
算
を
定
め
公
布
す
る
件

二
六
四

四
月
一
日

告
諭

第
七
回
曹
洞
宗
宗
議
会
の
議
決
を
経
て
規
定
中
一
部
を
改
正
し
公
布
し
施
行
す
る

件

二
六
四

四
月
一
日

宗
達
甲
第
一
号

大
本
山
総
持
寺
に
師
家
養
成
所
を
開
設
す
る
件

二
六
四

四
月
一
日

教
育
発
第
一
号

師
家
養
成
所
開
設
に
つ
い
て
の
件

二
六
四

三
月
三
十
日

告
示
第
三
十
八
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
四

四
月
三
日

告
示
第
一
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
四

四
月
三
日

告
示
第
二
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
四

三
月
三
十
日

告
示
第
三
十
九
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
五

四
月
六
日

告
示
第
三
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
五

四
月
二
十
日

告
示
第
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
五

五
月
五
日

告
示
第
五
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
六

五
月
二
十
四
日

告
示
第
六
号

開
元
院
専
門
僧
堂
の
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
六

五
月
二
十
七
日

告
示
第
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
六

五
月
二
十
八
日

告
示
第
八
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
依
り
寺
院
を

設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

二
六
六



「
曹
洞
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
（
一
）（
川
口
）

108─　   ─

五
月
三
十
日

告
示
第
九
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
六

五
月
三
十
日

告
示
第
十
号

大
栄
寺
専
門
僧
堂
の
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
六

五
月
三
十
一
日

教
化
発
第
十
四
号

布
教
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
受
講
者
推
薦
依
頼
の
件

二
六
六

六
月
一
日

教
化
発
第
十
五
号

曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
の
件

二
六
六

六
月
一
日

宗
達
乙
第
一
号

本
年
度
中
国
地
区
並
び
に
九
州
地
区
の
現
職
教
育
に
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習

会
を
併
せ
行
う
の
件

二
六
七

六
月
一
日

教
育
発
第
十
五
号

現
職
教
育
（
現
職
研
修
会
）
の
実
施
に
つ
い
て
の
件

二
六
七

六
月
四
日

宗
達
乙
第
二
号

本
年
度
北
海
道
地
区
の
現
職
教
育
に
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
を
併
せ
行
う
の

件

二
六
七

六
月
四
日

教
育
発
第
十
八
号

現
職
教
育
（
現
職
研
修
会
）
の
実
施
に
つ
い
て
の
件

二
六
七

六
月
二
十
日

宗
達
乙
第
三
号

本
年
度
東
北
地
区
の
現
職
教
育
に
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
会
を
併
せ
行
う
の

件

二
六
七

六
月
二
十
日

教
育
発
第
二
十
号

現
職
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
の
件

二
六
七

六
月
十
八
日

告
示
第
十
一
号

准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
七

六
月
二
十
一
日

告
示
第
十
二
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
七

六
月
二
十
六
日

告
示
第
十
三
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
七

六
月
二
十
九
日

告
示
第
十
四
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
七

五
月
五
日

告
示
第
十
五
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
六
八

七
月
十
二
日

告
示
第
十
六
号

久
国
寺
専
門
僧
堂
の
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
六
八
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七
月
二
十
四
日

告
示
第
十
七
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
八

八
月
二
十
二
日

宗
達
甲
第
二
号

駒
沢
大
学
に
布
教
師
養
成
所
を
開
設
す
る
件

二
六
九

八
月
二
十
二
日

教
化
発
第
三
十
八
号

布
教
師
養
成
所
開
設
に
つ
い
て
の
件

二
六
九

九
月
四
日

宗
達
甲
第
三
号

曹
洞
宗
宗
立
専
門
僧
堂
を
設
置
し
そ
の
規
定
を
定
め
る
の
件

二
六
九

九
月
四
日

教
育
発
第
四
十
二
号

宗
立
専
門
僧
堂
掛
搭
僧
募
集
の
件

二
六
九

八
月
十
日

宗
達
乙
第
四
号

本
年
度
北
陸
地
区
現
職
教
育
に
併
せ
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
を
行
う
の
件

二
六
九

八
月
十
日

教
育
発
第
二
十
八
号

現
職
教
育
（
現
職
研
修
会
）
の
実
施
に
つ
い
て
の
件

二
六
九

八
月
二
十
八
日

宗
達
乙
第
五
号

本
年
度
関
東
地
区
現
職
教
育
に
併
せ
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
を
行
う
の
件

二
六
九

八
月
二
十
八
日

教
育
発
第
四
十
号

現
職
教
育
（
現
職
研
修
会
）
の
実
施
に
つ
い
て
の
件

二
六
九

八
月
二
十
八
日

教
化
発
第
三
十
九
号

曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
の
件

二
六
九

八
月
十
日

教
化
発
第
三
十
七
号

曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
の
件

二
六
九

八
月
二
十
八
日

告
示
甲
第
十
八
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
六
九

八
月
二
十
八
日

告
示
甲
第
十
九
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
依
り
寺
院
を

設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

二
六
九

九
月
十
日

宗
達
甲
第
四
号

曹
洞
宗
宗
務
庁
職
員
登
録
規
程
第
四
条
の
規
程
に
よ
り
書
記
の
登
録
試
験
を
施
行

す
る
件

二
六
九

九
月
十
日

職
登
第
一
号

宗
務
庁
職
員
登
録
試
験
に
関
す
る
件

二
六
九

十
月
五
日

宗
達
甲
第
六
号

宗
議
会
議
員
の
選
挙
を
執
行
し
期
日
を
本
年
十
一
月
一
日
と
定
め
る
の
件

二
七
〇

十
月
五
日

宗
達
乙
第
八
号

宗
議
会
議
員
選
挙
執
行
の
件
が
発
令
さ
れ
た
の
で
円
満
に
該
選
挙
を
終
了
さ
れ
る

二
七
〇
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よ
う
務
め
ら
れ
た
い
件

十
月
五
日

告
示
第
二
十
号

宗
議
会
議
員
総
選
挙
施
行
に
伴
い
二
宗
務
所
以
上
に
亘
る
選
挙
区
域
の
選
挙
長
を

指
名
す
る
件

二
七
〇

八
月
二
十
七
日

告
示
第
二
十
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
〇

九
月
四
日

告
示
第
二
十
一
号

宗
立
専
門
僧
堂
の
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
七
〇

九
月
四
日

告
示
第
二
十
二
号

宗
立
専
門
僧
堂
堂
長
兼
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
七
〇

九
月
九
日

告
示
第
二
十
三
号

愛
知
専
門
尼
僧
堂
の
准
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
七
〇

十
月
十
五
日

告
示
第
二
十
四
号

大
本
山
総
持
寺
貫
首
渡
辺
玄
宗
退
任
の
件

二
七
〇

十
月
十
五
日

告
示
第
二
十
五
号

大
本
山
総
持
寺
副
貫
首
孤
峰
智
璨
、
大
本
山
総
持
寺
貫
首
に
就
任
の
件

二
七
〇

九
月
十
八
日

教
化
発
第
四
十
五
号

青
少
年
教
化
員
講
習
会
開
催
の
件

二
七
〇

十
月
四
日

告
示
第
二
十
六
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
月
十
七
日

告
示
第
二
十
七
号

黄
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
月
十
七
日

告
示
第
二
十
八
号

権
大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
月
十
七
日

告
示
第
二
十
九
号

大
教
師
に
補
任
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
月
二
十
八
日

告
示
第
三
十
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
一
月
五
日

告
示
第
三
十
一
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
一

十
月
二
十
四
日

告
示
第
三
十
四
号

日
泰
寺
専
門
僧
堂
の
師
家
に
任
命
さ
れ
た
者
の
件

二
七
三

十
一
月
二
十
八
日

告
示
第
三
十
五
号

緋
恩
衣
の
被
着
を
特
許
さ
れ
た
者
の
件

二
七
三

十
二
月
六
日

告
示
第
三
十
六
号

専
門
僧
堂
の
認
可
を
取
消
さ
れ
た
僧
堂
は
掛
搭
僧
の
募
集
を
禁
止
す
る
件

二
七
三
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十
二
月
七
日

告
示
第
三
十
七
号

曹
洞
宗
規
則
第
五
十
八
条
及
び
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
寺
院
を

設
立
し
寺
籍
に
編
入
さ
れ
た
も
の
の
件

二
七
三

十
二
月　
　

教
育
発
第
五
十
九
号

宗
立
専
門
僧
堂
掛
搭
僧
募
集
に
つ
い
て
の
件

二
七
三

十
一
月
十
四
日

宗
達
乙
第
八
号

昭
和
三
十
二
年
十
月
十
四
日
に
熊
本
県
第
二
宗
務
所
長
有
馬
美
登
が
辞
任
し
た
の

で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
七
三

十
二
月
十
日

宗
達
乙
第
九
号

本
年
度
東
海
地
区
現
職
教
育
に
併
せ
曹
洞
宗
青
年
会
指
導
員
講
習
を
行
う
の
件

二
七
三

十
二
月
十
二
日

宗
達
乙
第
十
号

秋
田
県
宗
務
所
長
堀
口
漌
明
が
辞
任
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
執
行
す
る
の
件

二
七
三

十
一
月
十
四
日

告
示
乙
第
一
号

宗
達
乙
第
八
号
を
以
て
熊
本
県
第
二
宗
務
所
管
内
の
補
欠
選
挙
の
件
が
発
令
し
た

の
で
宗
務
所
長
事
務
取
扱
は
選
挙
長
と
な
り
円
満
に
該
選
挙
を
終
了
す
る
よ
う
務

め
ら
れ
た
い
の
件

二
七
三

十
二
月
十
二
日

告
示
乙
第
二
号

宗
達
乙
第
十
号
を
以
て
秋
田
県
宗
務
所
管
内
の
補
欠
選
挙
の
件
が
発
令
し
た
の
で

宗
務
所
長
事
務
取
扱
は
選
挙
長
と
な
り
円
満
に
該
選
挙
を
終
了
す
る
よ
う
務
め
ら

れ
た
い
の
件

二
七
三


